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大
圏
鏡
智

組

念

態
一
、
法
身
の
紐
封
的
観
念
態

二
、
世
界
相
待
(
主
観
、
客
観
〉
観
念

三
、
衆
生
の
阿
頼
耶
識
(
見
分
相
分
)

法
身
一
大
観
念
態

吾
人
が
現
に
寓
象
す
る
慮
の
世
界
の
天
障
の
星
宿
よ
り
、
乃
至
山
河
大
地
動
植
物
等
に
至
る
迄
の
森
羅
高
象
の
相
と

額
は
れ
て
を
る
物
と
、
ま
た
一
方
に
外
界
の
高
象
を
寓
象
す
る
慮
の
主
観
な
る
心
と
の
二
面
を
潟
し
て
を
る
が
、
客
観

界
の
一
切
寓
象
は
主
観
の
心
が
な
け
れ
ば
寓
象
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
客
観
と
認
む
る
物
と
、
ま
た
吾
人
の
主
観
の
心

と
は
、
そ
れ
が
一
大
根
元
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
の
根
元
を
法
身
の
一
大
観
念
と
云
ふ
。

法
身
自
韓
は
主
観
客
観
の
相
待
的
で
な
く
、
之
を
統
一
す
る
慮
の
紐
掛
的
観
念
態
で
あ
る
。
夫
が
世
界
の
相
待
的
の

大岡鏡智39 



方
面
に
は
物
象
心
象
の
二
現
象
と
鋳
る
も
本
質
は
同
一
一
観
念
態
の
栢
待
的
現
象
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
此
の
一

大
観
念
も
物
心
二
象
の
本
源
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
得
。

吾
人
の
主
観
な
る
心
も
客
観
な
る
物
象
も
本
は
同
一
法
身
の
紐
劃
観
念
態
の
分
類
現
と
す
。
故
に
此
の
物
心
二
象
の

本
質
同
一
な
り
と
の
理
を
明
す
掃
に
四
種
の
観
を
以
て
す
。

今
華
巌
法
界
観
の
曾
色
時
空
観
等
の
四
観
を
物
心
即
一
観
に
轄
用
せ
ば
、

(
一
)
禽
色
(
物
)
掃
心
観

客
観
の
高
物
の
本
質
は
心
な
の
で
あ
る
。
高
象
は
主
観
の
心
に
鯖
す
。
主
観
の
心
と
客
観
の
物
象
と
は
同
一
本
質
で

あ
る
。
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
如
き
も
の
で
無
い
。
向
ふ
に
見
ゆ
る
山
河
大
地
等
の
物
象
は
自
己
の
観
念
が
客
観
化
し
て
現

じ
た
相
で
あ
る
。
貫
は
自
己
心
の
相
を
向
ふ
に
見
て
を
る
の
で
あ
る
。
向
ふ
の
物
夫
れ
自
睦
は
何
で
あ
る
か
は
、
物
の
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象
と
現
は
れ
た
の
は
自
己
の
観
念
の
相
で
あ
る
。
若
し
自
己
の
心
が
無
け
れ
ば
、
外
界
の
根
は
如
何
な
る
象
相
な
る
か

は
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
故
に
す
べ
て
客
観
の
相
な
る
も
の
は
必
ず
主
観
の
心
に
時
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

つ
一
〉
色
心
不
二
親

主
観
の
心
相
と
客
観
の
色
相
と
は
賞
は
本
質
一
睡
で
あ
る
。
但
し
衆
生
が
相
待
の
見
地
よ
り
し
て
内
観
を
主
観
と
云

ひ
外
観
を
客
観
と
見
る
。
見
よ
自
己
が
頭
よ
り
脚
下
に
至
る
迄
外
部
よ
り
見
れ
ば
全
艦
物
質
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
同



一
の
自
己
を
内
観
す
れ
ば
全
世
精
神
で
あ
る
。
故
に
物
色
と
心
象
と
は
本
来
一
睡
の
雨
面
よ
り
色
と
心
と
に
相
待
的
に

観
て
を
る
故
に
、
賓
は
色
心
不
二
で
あ
る
。

会
一
)
物
心
無
擬
観

客
観
の
物
の
相
と
主
観
の
心
の
象
と
は
本
同
一
本
質
の
物
な
る
放
に
、
相
互
に
醗
へ
る
も
の
で
な
い
。
吾
人
の
観
念

は
山
河
大
地
の
内
に
も
徹
し
て
碍
げ
ず
。
試
み
に
冥
想
観
念
し
て
観
給
へ
。
吾
人
の
観
念
は
大
地
の
中
に
も
徹
照
し
て

喜
も
妨
げ
ず
。
き
れ
ば
吾
人
の
観
念
中
の
高
物
と
も
云
ひ
高
物
内
存
の
観
念
と
も
云
ひ
得
ら
る
。
吾
人
の
主
観
も
法
界

に
周
偏
し
て
遣
す
こ
と
な
く
客
観
の
蔦
物
も
宇
宙
に
偏
在
し
て
飴
す
所
無
し
。
然
も
相
互
に
障
碍
せ
ず
。
同
質
異
現
な

り
。
之
を
物
心
無
碍
観
と
云
ふ
。

(
四
)
物
心
無
寄
観

宇
宙
は
本
来
紐
封
観
念
に
て
、
宇
宙
自
腫
は
絶
割
に
て
主
観
と
か
客
観
と
か
の
相
待
的
の
も
の
に
非
ず
。
但
し
相
待

に
規
定
せ
ら
れ
た
る
衆
生
は
客
観
の
物
象
と
主
観
の
心
象
と
見
て
を
る
。
人
聞
は
自
分
か
ら
主
観
と
か
客
観
と
か
南
面

に
分
け
て
見
て
を
る
け
れ
ど
も
紹
封
者
自
身
よ
り
見
れ
ば
、
主
観
と
も
客
観
と
も
別
々
に
分
別
し
て
居
ら
ぬ
。
紐
劃
で

あ
る
。
之
を
物
心
無
寄
観
と
云
ふ
。
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物
質
の
飼
蝿
は
紹
翻
心
の
意
志
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客
観
の
物
象
と
主
観
の
観
念
と
は
同
一
本
質
の
相
劃
現
象
な
の
で
、
す
べ
て
の
物
象
も
一
大
観
念
の
客
観
的
現
象
な

る
こ
と
は
己
に
舎
得
せ
り
。
然
る
に
物
質
に
は
吾
人
の
燭
費
と
感
ず
る
重
量
と
か
固
形
態
と
か
の
如
き
血
碍
性
を
有
し

て
居
る
所
よ
り
見
れ
ば
、
心
は
観
念
な
れ
ば
客
観
も
心
な
り
と
は
禽
得
し
難
し
。
山
河
大
地
及
木
石
の
如
き
鰯
費
に
感

ず
べ
き
固
形
態
を
何
故
に
心
な
り
と
云
ふ
べ
き
ぞ
。
答
て
日
く
宇
宙
一
大
心
霊
に
寓
象
と
一
一
意
志
と
の
こ
属
性
を
有
す
。

意
志
と
は
心
の
力
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
人
に
一
一
意
力
あ
り
て
力
と
漏
り
堅
固
と
鋳
る
如
く
、
宇
宙
心
霊
の
力
能
が
客
観
現

と
痛
り
て
、
吾
人
の
燭
売
に
感
ず
べ
き
物
質
と
な
る
。
物
質
と
心
質
と
は
同
一
本
質
の
相
待
現
象
で
あ
る
。
若
し
此
理

に
於
て
能
く
了
解
し
得
ば
、
宇
宙
寓
有
は
悉
く
一
大
観
念
の
相
象
に
し
て
、
能
観
の
心
と
所
観
の
山
河
大
地
等
の
高
象

一
切
の
燭
畳
に
感
ず
べ
き
重
力
と
固
形
態
な
ど
は
意
志
の
力
な
り
と
す
。

と
は
同
質
の
反
劃
現
相
に
し
て
、

物
心
ニ
相
の
理

客
観
の
物
と
主
親
の
心
と
は
同
一
性
な
る
こ
と
は
己
に
解
し
ぬ
。
吾
人
能
観
の
心
が
所
観
の
相
と
顕
然
と
判
別
す
る

こ
と
を
得
る
は
、
同
一
質
の
反
封
現
な
る
故
で
あ
る
。
同
質
の
故
に
相
関
し
て
障
げ
ず
。
反
劃
な
る
故
に
心
は
物
相
を



識
別
す
。
す
べ
て
感
費
の
能
力
は
反
劃
の
刺
激
の
力
を
ま
ち
て
額
然
と
現
は
る
。
能
観
と
所
親
と
全
く
融
合
し
て
反
封

の
相
無
く
ば
、
願
然
た
る
刺
戟
を
興
へ
て
主
観
の
心
を
一
意
識
す
る
こ
と
能
は
ざ
ら
し
む
。
例
へ
ば
自
己
の
皮
膚
の
温
暖

の
程
度
と
外
部
の
暖
度
に
於
て
卒
均
な
る
と
き
は
、
感
畳
鋭
利
な
ら
ず
。
有
形
の
物
質
と
無
形
の
心
質
と
に
斯
く
反
封

現
象
あ
り
て
人
を
し
て
願
然
と
意
識
せ
し
む
。
眼
、
眼
を
覗
ず
、
心
心
を
識
ら
ず
。
同
一
本
質
な
れ
ば
と
て
主
観
の
無

形
に
反
封
な
る
客
観
の
形
色
と
願
は
る
与
故
に
能
く
一
一
意
識
せ
し
む
。
能
く
此
の
理
を
舎
得
せ
ば
寓
有
一
大
観
念
の
相
針

現
象
と
の
義
明
な
ら
ん
。

阿
繍
耶
識

法
身
の
自
己
の
精
神
は
一
大
観
念
で
あ
る
。
世
界
は
相
待
的
の
故
に
、
一
切
の
寓
象
が
主
観
の
心
と
客
観
の
物
象
と

の
反
封
の
二
面
と
現
象
し
て
を
る
。
其
の
紹
封
観
念
を
根
底
と
し
て
世
界
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
個
盟
的
存
在
を
衆

生
心
即
ち
阿
頼
耶
識
と
名
づ
く
。

一
切
凡
夫
の
心
相
を
阿
頼
耶
と
云
ふ
。

法
相
家
に
よ
れ
ば
一
切
衆
生
の
本
睡
な
る
阿
頼
耶
識
は
法
爾
法
然
と
し
て
自
ら
存
在
す
。
此
の
法
爾
の
性
が
一
切
寓
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法
の
本
で
あ
る
。
此
心
識
に
無
明
薫
脅
す
れ
ば
衆
生
の
心
と
し
て
六
道
に
輪
廻
す
。
若
し
員
如
が
薫
染
す
れ
ば
無
漏
の

聖
徳
現
は
れ
て
併
果
に
向
ふ
。
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阿
頼
耶
と
は
蔵
識
と
翻
ず
。
此
阿
頼
耶
の
一
面
を
見
分
と
相
分
と
自
詮
分
と
の
作
用
を
有
す

c

見
分
と
は
主
観
に
て
相
分
と
は
客
観
を
云
ふ
。
謂
く
外
界
に
現
は
れ
た
る
山
河
大
地
等
の
一
切
の
客
観
現
象
な
る
も

の
は
、
自
己
の
阿
頼
耶
が
向
ふ
に
現
は
れ
た
の
で
、
自
己
の
心
の
外
で
な
い
。
又
自
己
の
主
観
と
現
は
る
与
も
、
客
観

の
相
分
も
、
本
同
一
阿
頼
耶
の
相
待
的
現
象
で
あ
る
と
。
然
る
に
一
切
衆
生
各
自
己
の
心
の
業
道
に
差
あ
り
。
従
っ
て

必
ず
し
も
一
定
し
て
居
ら
ぬ
。
地
獄
の
衆
生
は
地
獄
の
阿
頼
耶
を
以
て
地
獄
の
苦
の
身
と
苦
の
世
界
と
を
感
ず
。
餓
鬼

は
餓
鬼
の
阿
頼
耶
を
以
て
餓
鬼
の
身
と
世
界
を
感
ず
。
人
聞
は
人
間
的
に
客
観
の
事
物
を
感
見
し
て
を
る
。
之
を
阿
頼

耶
の
境
界
と
云
ふ
。

阿
頼
耶
の
現
境
が
六
道
各
々
姿
が
別
々
に
観
ず
る
の
は
、
頼
耶
の
本
質
は
同
一
な
れ
ど
も
、
之
を
組
成
す
る
慮
の
化

合
性
が
特
殊
的
と
成
り
て
、
例
へ
ば
水
の
本
質
は
同
一
な
れ
ど
も
、
混
滑
物
の
矯
に
種
々
性
質
を
殊
に
す
る
如
く
、
同

一
本
質
の
頼
耶
が
六
道
の
異
熟
種
と
帰
り
て
、
地
獄
の
業
を
以
て
、
地
獄
の
因
と
地
獄
の
縁
と
に
よ
り
て
、
地
獄
の
結

果
を
成
熟
す
る
時
は
心
性
も
相
も
韓
も
能
力
も
悉
く
地
獄
型
を
造
る
故
に
、
身
も
心
も
感
ず
る
世
界
も
悉
く
地
獄
な
ら

ざ
る
は
無
い
。
六
道
悉
く
其
の
形
式
を
殊
に
し
て
、
心
と
身
と
闘
土
と
を
自
己
の
頼
耶
に
相
醸
し
て
観
ず
る
は
、
是
れ

同
一
質
の
道
業
の
化
合
特
殊
な
る
に
依
る
も
の
と
す
。
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く 2>

大
国
鏡
智

報
身
の
大
智
光
明
は
普
く
十
方
三
世
の
一
切
を
照
し
て
遣
す
こ
と
無
き
を
大
国
鏡
智
と
名
づ
く
。
却
ち
如
来
一
大
観

念
の
光
を
以
て
、
空
間
的
に
十
方
無
量
の
世
界
山
河
大
地
一
切
の
植
物
等
の
依
報
十
界
衆
生
の
正
報
、
無
量
衆
生
の
色

相
心
相
一
切
の
寓
象
を
ば
、
畑
然
と
し
て
大
国
鏡
の
中
に
映
現
す
。

天
然
の
人
の
心
を
識
と
名
づ
け
、
未
だ
琢
磨
せ
ざ
る
珠
の
如
き
朕
態
で
あ
る
。
天
然
の
人
は
自
然
の
界
の
中
に
在
り

て
自
己
の
観
念
は
本
一
大
観
念
を
本
陸
と
し
て
其
の
分
な
る
こ
と
を
明
ら
め
ず
、
一
大
観
念
と
自
己
の
心
と
の
聞
に
隔

て
を
矯
し
て
を
る
。
此
肉
の
個
瞳
を
自
己
と
し
て
天
地
を
自
己
外
の
物
と
し
て
観
て
を
る
。

自
己
の
心
源
を
開
裂
し
て
全
く
大
国
鏡
智
の
光
明
に
照
ら
さ
る

L

時
は
自
己
の
本
心
即
ち
一
大
観
念
に
て
一
瞳
不
二

宇
宙
一
貫
し
て
無
碍
な
る
こ
と
を
観
見
す
。
之
を
鏡
智
下
に
嬬
取
せ
ら
れ
た
る
人
と
す
。
之
を
識
を
轄
じ
て
智
と
帰
る

も
の
と
す
。

楊
巌
経

楊
巌
粧
の
大
一
意
は
、
各
々
個
々
の
心
は
本
来
一
大
観
念
態
即
ち
如
来
蔵
妙
員
如
性
で
あ
る
こ
と
を
明
了
に
観
ぜ
し
め

大国鏡智45 



ん
篤
に
読
き
な
さ
れ
た
。
俳
阿
難
に
劃
し
て
、
汝
が
眼
を
放
っ
て
山
河
大
地
等
を
覗
る
も
の
は
心
性
が
有
る
か
ら
だ
ら

う
。
然
ら
ば
向
ふ
の
物
が
見
ゆ
る
の
は
此
方
か
ら
見
る
心
性
が
出
で
ゆ
き
て
覗
ゆ
る
の
か
、
但
し
は
向
ふ
よ
り
色
射
を

借
用
し
て
眼
に
映
寓
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
何
れ
に
し
て
も
視
る
も
心
の
作
用
と
し
て
な
ら
ば
、
心
が
向
ふ
に
行
く
の
で

あ
る
か
ま
た
向
ふ
よ
り
こ
ち
ら
に
来
る
も
の
で
あ
る
か
、
向
っ
て
来
る
の
で
な
い
か
を
、
能
く
考
へ
て
み
よ
と
の
徴
聞

に
劃
し
て
阿
難
の
思
へ
ら
く
、
外
界
の
物
を
視
る
心
の
性
は
、
嘗
方
よ
り
向
ふ
へ
向
っ
て
行
く
や
う
に
も
思
は
る
、
ま

た
向
ふ
よ
り
映
射
し
来
る
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
如
何
に
も
確
な
る
見
解
は
能
は
ぬ
。

眼
の
見
え
耳
の
聴
費
よ
り
す
べ
て
の
感
受
も
亦
客
観
の
色
整
香
味
燭
法
の
六
塵
も
、
ま
た
吾
人
の
身
障
と
心
と
を
組

成
構
成
す
る
元
素
な
る
地
水
火
風
空
識
大
も
、
乃
至
世
界
一
切
の
寓
物
も
、
賓
は
悉
く
如
来
臓
妙
員
如
性
て
ふ
一
大
心

霊
の
襲
現
に
外
な
ら
ず
と
。
故
に
自
己
の
心
の
自
性
な
る
も
の
を
能
く
開
設
し
た
な
ら
ば
、
宇
宙
一
切
無
数
の
世
界
塵

塵
悉
く
自
己
の
心
源
一
大
観
念
中
の
所
有
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
を
得
ん
と
。
能
く
冥
想
し
て
観
ぜ
よ
、
法
界
無
謹

の
一
切
星
宿
無
量
の
世
界
海
は
悉
く
自
己
の
観
念
内
を
出
で
、
さ
る
こ
と
を
費
ら
ん
。
吾
人
の
観
念
は
本
如
来
一
大
観
念

睦
を
以
て
根
元
と
す
れ
ば
な
り
。
賓
に
は
吾
人
の
観
念
と
一
大
観
念
と
の
聞
に
本
来
障
碍
な
き
も
の
な
る
を
、
天
然
の

人
は
個
瞳
に
拘
束
せ
ら
れ
て
、
自
ら
懸
隔
を
矯
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
若
し
こ
L

に
至
る
と
大
国
智
中
の
人
と
す
。
未

だ
こ
L

に
至
ら
ざ
る
を
世
界
範
圏
中
の
人
と
す
。
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回
大
智
慧
と
偽
教
の
各
皐
緩

同
じ
く
併
教
に
し
て
皐
涯
の
異
る
は
本
同
一
如
来
の
性
相
を
各
方
面
よ
り
観
ず
る
時
に
、
自
づ
と
観
見
を
異
に
し
た

る
も
の
に
て
、
例
へ
ば
人
の
身
瞳
を
見
る
に
、
解
剖
皐
的
に
研
究
す
る
と
生
理
皐
の
掛
象
と
し
て
又
は
化
皐
の
封
象
と

し
て
叉
は
物
理
皐
の
方
面
よ
り
生
物
皐
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
各
々
其
目
的
を
殊
に
す
る
故
に
其
の
見
る
方
向
も
亦

同
じ
か
ら
ず
。
其
れ
の
加
く
に
如
来
の
法
睡
は
紐
封
の
大
紳
霊
態
な
れ
ど
も
、
之
を
観
念
と
し
て
見
る
と
き
、
ま
た
一

大
理
性
と
し
て
見
、
ま
た
感
費
の
方
面
よ
り
見
る
と
は
其
の
観
見
の
法
同
じ
か
ら
ず
。

宇
宙
全
睦
は
即
ち
如
来
の
法
腫
で
あ
る
。
法
界
の
瞳
性
が
即
ち
如
来
の
法
鰻
で
あ
る
。
夫
に
四
大
智
慧
は
四
方
面
ま

た
如
来
の
四
分
類
の
智
慧
で
あ
る
。

法
相
唯
識
観
員
如
観
、
天
蓋
の
一
心
三
観
、
華
巌
の
法
界
観
等
は
観
念
の
方
面
よ
り
如
来
と
及
び
法
界
の
一
切
を
観

ず
る
も
の
と
す
。

三
論
の
八
不
中
道
。
般
若
の
性
宗
及
び
輔
の
見
性
等
は
、
卒
等
性
の
方
面
よ
り
如
来
の
自
性
に
悟
入
す
る
を
目
的
と大国鏡智

す
。員

言
の
三
密
相
麿
入
我
我
入
の
法
、
ま
た
華
巌
の
十
玄
縁
起
相
即
相
入
等
の
十
玄
縁
起
の
如
き
は
妙
観
察
智
に
属
す
。
47 



浄
土
の
依
正
二
報
の
荘
巌
等
は
成
所
作
智
の
方
面
に
属
す
。

48 

今
無
溢
光
は
四
大
智
警
の
各
方
面
よ
り
如
来
の
妙
境
に
入
る
も
の
と
す
。

唯
識
員
如
観
と
は
吾
人
衆
生
の
一
切
の
身
心
園
土
乃
至
一
切
の
一
境
界
は
、
本
唯
一
の
心
よ
り
襲
現
し
た
る
寓
象
で
あ

る
。
故
に
一
切
五
陰
根
身
六
道
四
生
の
身
心
園
土
も
、
悉
く
唯
一
の
心
よ
り
現
じ
た
る
も
の
な
の
で
、
(
心
の
〉
更
に
進

み
て
(
員
如
)
一
切
寓
法
は
悉
く
一
大
心
員
如
な
ら
ざ
る
は
な
し
と
。
全
く
員
如
と
契
合
す
る
と
き
は
即
ち
併
と
な

る
。
法
相
宗
に
て
は
法
界
は
一
大
観
念
中
の
一
切
寓
象
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
を
観
じ
て
、
其
の
究
極
に
達
す
れ
ば
、
唯

識
員
如
を
以
て
如
来
の
法
韓
と
観
る
。

天
蓋
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
法
界
即
ち
宇
宙
の
高
法
を
十
法
界
に
牧
む
。
十
法
界
と
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、

人
間
、
天
上
の
六
凡
と
、
聾
聞
、
縁
費
、
菩
薩
、
傍
陀
の
四
聖
を
合
し
て
十
法
界
と
す
。
宇
宙
開
一
切
の
衆
生
を
此
の

十
法
界
に
揖
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
十
界
に
各
相
、
性
、
陸
、
力
、
作
、
因
、
縁
、
果
、
報
、
等
、
の
十
加
を
具
す
。

地
獄
に
は
地
獄
の
相
乃
至
果
報
あ
り
。
十
界
各
然
り
。
而
し
て
十
界
各
其
の
い
づ
れ
に
も
漏
り
得
ら
る
L

性
を
有
し
て

居
る
。
十
界
は
各
十
界
を
具
せ
る
故
に
百
界
と
矯
る
。
百
界
各
十
如
の
属
性
を
有
し
て
を
る
故
に
、
百
界
千
如
と
鋳

る
。
此
の
百
界
千
如
が
宇
宙
法
界
を
構
成
し
て
を
る
要
素
で
あ
る
。
是
が
衆
生
世
間
と
五
陰
と
園
土
と
三
世
間
を
矯
し

て
を
る
故
に
、
一
二
千
の
法
と
し
て
宇
宙
に
存
在
し
て
を
る
。
無
量
無
溢
の
身
と
心
と
固
と
が
賓
在
す
る
も
一
一
一
千
の
形
式



の
中
に
嬬
め
ら
れ
て
を
る
。
此
の
宇
宙
に
偏
在
す
る
一
一
一
千
の
相
性
は
本
は
員
室
員
如
の
一
理
よ
り
艶
造
せ
ら
れ
た
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
本
睡
よ
り
見
れ
ば
、
員
室
の
一
如
の
睡
で
あ
る
。
費
現
の
方
よ
り
観
れ
ば
、
三
干
の
相
性
歴
然
と
し

て
存
在
す
。

一
如
の
員
室
よ
り
三
千
の
現
象
と
鋳
る
。
此
の
一
の
員
室
と
三
千
の
妙
有
と
は
統
一
不
離
の
関
係
あ
り
て
之
を
中
道

と
云
ひ
、
一
面
よ
り
は
空
に
、
他
面
よ
り
は
三
千
の
観
相
、
之
を
統
一
す
る
方
と
の
一
憧
三
面
三
面
即
一
に
之
を
観

ず
。
然
し
な
が
ら
本
之
れ
一
大
観
念
中
の
形
式
と
内
容
と
に
互
れ
る
三
面
観
に
外
な
ら
ず
。

華
巌
の
法
界
観
に
依
れ
ば
、
一
に
理
法
界
。
二
事
法
界
。
三
理
事
無
碍
法
界
。
四
事
々
無
碍
法
界
。

理
法
界
と
は
宇
宙
の
本
睦
は
本
来
員
如
の
睦
性
な
の
で
、
一
切
の
物
心
の
二
現
象
の
一
切
寓
有
を
事
法
界
と
云
ふ
。

宇
宙
に
偏
在
す
る
慮
の
森
羅
高
象
乃
至
無
量
無
造
の
依
正
色
心
凡
て
法
界
一
切
の
高
差
の
法
界
を
事
法
界
と
云
ふ
。

理
事
無
碍
法
界
。
本
一
睡
の
員
如
よ
り
現
は
れ
た
る
高
有
な
れ
ば
現
象
の
表
面
よ
り
見
れ
ば
悉
く
寓
物
隔
離
せ
る
個

個
の
如
く
に
見
ゆ
れ
ど
も
其
根
底
に
於
て
寓
有
悉
く
一
如
で
あ
っ
て
寓
有
の
聞
最
不
可
割
の
閥
係
を
有
っ
て
を
る
。

事
々
無
碍
と
は
一
如
と
寓
有
と
の
無
碍
な
る
如
く
、
一
如
を
腫
と
す
る
寓
有
な
れ
ば
、
高
有
悉
く
内
性
の
本
質
と
力

用
と
は
相
即
相
入
の
関
係
を
以
て
互
に
相
障
醸
せ
ず
。
之
を
事
々
無
碍
と
名
づ
く
。
斯
の
如
く
是
等
は
大
国
鏡
中
の
一

切
の
高
有
な
れ
ば
鏡
智
の
光
を
以
て
観
ず
る
時
は
、
宇
宙
法
界
を
観
ず
。
悌
品
獄
中
に
一
大
観
念
の
方
面
よ
り
如
来
の
相

大国鏡智49 



を
観
ず
る
も
の
甚
だ
多
し
、
今
は
た
X

其
の
大
概
を
示
す
の
み
。

(
以
上
「
粥
陀
教
義
」
上
り
)

50 

く 3>

大
国
鏡
智

鏡
智
の
線
棺
を
明
す

如
来
は
宇
宙
一
睡
の
心
霊
な
り
と
論
じ
ぬ
。
如
来
心
の
組
相
た
る
大
国
鏡
智
の
相
を
論
ぜ
ん
。
鏡
智
は
法
界
一
隆
の

智
相
、
宇
宙
に
周
遍
し
て
儀
遣
な
き
を
大
と
日
ひ
、
三
世
に
色
心
に
照
り
わ
た
る
を
固
と
名
づ
け
、
智
相
を
鏡
に
例
し

た
る
の
義
な
り
。
法
仰
の
鏡
智
を
知
ら
ん
と
せ
ば
個
韓
の
傍
身
あ
り
て
其
併
心
が
大
な
る
鏡
の
如
き
智
蓄
を
以
て
十
方

三
世
を
照
ら
す
も
の
L

如
き
と
謂
ふ
は
非
な
り
。
法
備
の
心
智
は
法
界
に
周
遁
せ
る
本
来
の
智
な
る
を
も
っ
て
、
宇
宙

一
切
の
色
心
二
象
が
卸
鏡
智
の
映
現
な
り
と
信
ず
ベ
し
。
報
臆
二
身
は
人
格
現
な
る
を
も
て
、
其
身
相
の
大
小
を
聞
は

ず
、

一
々
の
併
の
鏡
智
が
普
く
十
方
三
世
一
切
の
色
心
を
照
見
す
る
こ
と
大
圃
鏡
の
如
し
と
信
ず
る
も
然
ら
ん
。

頚
に
十
方
一
切
の
色
心
は
一
大
観
念
の
影
像
に
外
な
ら
ず
と
は
、
法
併
如
来
心
の
鏡
智
な
り
。

四
智
は
如
来
心
相
を
四
面
よ
り
観
じ
た
る
も
の
に
て
、
鏡
智
は
一
大
観
念
、
性
智
は
組
関
理
性
、
察
智
は
関
係
上
の



智
、
作
智
は
感
費
の
智
。

鏡
智
は
色
心
二
相
と
現
ず
べ
き
本
瞳
に
し
て
、
紐
封
観
念
態
な
り
と
す
。
十
方
三
世
一
切
の
色
と
心
と
依
正
の
蔦
物

が
物
象
と
心
象
と
は
相
反
掛
せ
る
相
の
如
く
な
れ
ど
も
、
本
は
同
一
の
観
念
を
主
観
と
客
観
と
に
南
方
面
に
現
象
し
た

る
も
の
な
れ
ば
、
本
来
の
本
質
に
ま
で
全
く
別
々
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ば
十
方
三
世
の
色
心
に
は
十
界
の
依
正

無
量
寓
差
、
色
相
と
心
相
と
は
、
何
れ
も
相
と
現
る
与
も
の
は
皆
観
念
の
現
象
と
云
は
ざ
る
を
え
ず
。
一
大
観
念
の
主

客
二
現
象
な
り
と
す
れ
ば
一
切
の
現
象
は
こ
の
ま
与
が
天
瞳
の
星
宿
よ
り
乃
至
一
切
寓
類
の
形
質
も
心
相
も
、
み
な
鏡

の
面
に
現
れ
た
る
影
像
と
云
ふ
べ
き
な
り
。

高
物
を
映
寓
し
て
現
ず
る
に
あ
ら
ず
、
一
大
観
念
中
に
護
現
す
、
而
し
て
物
と
心
と
は
同
じ
く
観
念
の
現
象
な
り
。

此
絶
掛
観
念
の
中
に
は
、
現
象
界
も
賓
韓
界
も
悉
く
含
蓄
せ
る
も
の
な
り
。
此
大
国
鏡
智
は
絶
封
観
念
に
し
て
、
十

方
法
界
十
界
依
正
身
心
護
現
の
本
質
な
れ
ば
、
諸
傍
園
開
の
琢
磨
固
か
に
照
せ
る
智
相
も
、
無
明
煩
悩
に
曇
り
た
る
迷

心
も
、
ま
た
昏
醸
襲
塞
た
る
嬬
動
の
心
象
も
、
観
念
の
主
観
現
に
し
て
、
相
好
光
明
赫
々
た
る
傍
身
も
、
富
鵬
劣
醜
悪
な

る
三
悪
道
の
色
相
も
、
み
な
同
じ
く
客
観
現
、
諸
併
の
湾
土
も
積
土
も
等
し
く
客
観
現
た
る
な
り
。
迷
悟
相
を
異
に

し
、
海
穣
色
を
殊
に
す
る
も
観
念
の
本
質
異
な
る
に
あ
ら
ず
。

大圏鏡智

眠
っ
て
夢
境
を
現
ず
る
も
、
醒
め
て
現
境
を
見
る
も
、
闇
櫓
た
る
闇
夜
も
日
出
も
日
夜
闇
明
空
韓
同
じ
。
本
費
眠
り51 



て
識
の
夢
境
現
ず
。
(
本
畳
)

52 

認
識
界
と
観
念
界
、
現
象
と
賓
腫
、
自
然
界
と
心
霊
界
と
、
主
観
界
と
客
観
界
は
、
本
紐
劃
観
念
界
の
南
面
現
に
外

な
ら
ず
。
吾
人
が
感
魔
に
よ
り
て
経
験
し
得
ら
る
方
面
を
認
識
界
ま
た
現
象
界
と
日
ひ
、
ま
た
自
然
界
と
も
日
ふ
。
此

現
象
の
裡
面
な
る
貧
腫
界
は
、
吾
人
の
五
官
を
も
て
貰
験
し
う
る
こ
と
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
直
観
す
る
こ
と
を
う
る
も

の
と
す
。
吾
人
が
自
観
的
に
観
ず
べ
き
大
観
念
界
を
賓
世
界
と
す
。
吾
人
が
肉
眼
を
も
て
経
験
す
る
方
は
分
限
あ
り
、

観
念
の
劃
象
は
分
費
方
隅
あ
る
こ
と
な
く
、
結
劃
無
限
な
り
。
さ
れ
ば
無
方
域
の
浬
撲
界
の
如
き
は
賓
樟
界
に
求
む
。

凡
夫
は
肉
眼
を
も
て
経
験
す
る
方
面
を
指
て
明
き
世
界
と
調
ひ
、
寅
檀
の
方
に
劃
し
て
は
闇
き
如
く
に
感
ぜ
り
。
さ
れ

ど
も
聖
者
は
還
っ
て
之
に
反
せ
り
と
。
何
に
し
て
も
現
象
界
も
寅
睡
界
も
同
じ
く
紐
劃
観
念
を
離
れ
た
る
も
の
に
あ
ら

ず
。
此
爾
界
は
観
念
に
よ
り
て
綜
合
せ
ら
る
。

次
に
、
主
観
界
と
客
観
界
に
於
て
も
、
吾
人
が
五
官
の
劃
象
と
な
る
慮
の
色
と
聾
と
香
と
味
と
鯛
と
の
境
界
現
を
客

観
界
と
す
。
感
受
及
び
す
べ
て
の
心
象
を
さ
し
て
主
観
界
と
云
ひ
、
こ
の
爾
観
界
は
物
心
二
象
相
反
劃
の
現
象
な
れ
ど

も
、
共
に
一
大
観
念
の
雨
面
現
象
な
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

次
に
、
俳
教
に
調
ゆ
る
十
界
の
依
正
、
三
千
の
観
相
、
乃
至
十
方
微
塵
の
園
土
と
衆
生
と
五
誼
の
色
と
心
と
の
象
相

は
、
悉
く
一
大
観
念
の
差
別
の
現
象
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。



冥
々
醸
々
た
る
三
悪
の
依
正
色
心
、
凡
夫
の
走
々
昧
々
た
る
色
心
の
相
、
諸
併
賢
聖
の
暗
明
の
相
明
闇
其
相
を
異
に

し
、
迷
悟
其
象
を
殊
に
す
る
も
本
一
大
相
観
念
の
象
相
た
る
こ
と
は
同
じ
。

諸
併
の
浄
土
衆
費
荘
巌
の
相
、
諸
仰
の
相
好
光
明
よ
り
、
積
悪
充
満
の
園
士
及
び
衆
生
の
身
色
悉
く
一
大
観
念
の
客

親
的
の
異
種
の
額
現
の
象
相
な
り
。

経
験
界
の
天
陸
の
星
宿
よ
り
、
乃
至
地
上
の
有
機
物
無
機
物
、
乃
至
自
然
界
の
現
象
は
、
皆
客
観
的
現
象
の
観
念
態

な
り
。

同
一
観
念
界
に
在
っ
て
、
無
現
の
眠
醒
め
て
十
方
三
世
に
固
照
せ
る
は
諸
併
の
鏡
智
。
無
明
に
襲
せ
ら
れ
て
唯
認
識

界
の
み
を
経
験
す
る
こ
と
を
う
る
は
凡
夫
。
昏
々
冥
々
た
る
は
嬬
動
の
族
。
睡
眠
の
朕
態
に
在
て
一
意
識
喜
し
も
醒
め
ざ

る
は
植
物
の
類
な
り
。

迷
悟
闇
明
を
聞
は
ず
、
浄
機
善
悪
に
拘
は
ら
ず
、

象
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。

一
切
の
色
心
二
象
は
、
悉
く
一
大
観
念
の
主
観
と
客
観
と
の
雨
現

如
来
の
鏡
智
と
は
一
大
観
念
に
名
づ
け
た
る
も
の
な
れ
ば
、
宇
宙
一
切
天
地
寓
物
乃
至
諸
俳
浄
土
よ
り
衆
生
の
ア
ラ

ヤ
識
の
、
乃
至
諸
併
の
大
鏡
智
、
皆
な
是
法
傍
如
来
の
大
国
鏡
中
の
影
像
な
り
と
日
ふ
べ
き
の
み
。
十
方
三
世
一
切
の

色
心
、
十
界
依
正
、
乃
至
塵
利
高
差
の
色
相
と
心
栢
と
は
、
悉
く
一
大
観
念
の
護
現
な
り
。
法
仰
の
鏡
智
は
寓
物
を
反

大国鏡智53 



映
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
護
現
的
現
象
な
り
。

十
方
三
世
一
切
の
依
正
色
心
の
所
現
の
相
は
因
果
的
に
生
滅
襲
易
す
。
紛
々
擾
々
た
る
も
能
現
の
本
質
は
一
大
観

念
韓
。
紹
劃
無
限
全
瞳
を
遁
じ
て
一
大
観
念
態
な
る
が
故
に
大
と
日
ひ
、
主
観
客
観
を
遁
じ
て
本
来
同
一
の
本
質
、
一

切
を
通
じ
て
一
龍
三
世
に
徹
し
て
同
時
な
れ
ば
固
と
日
ひ
、
一
太
観
念
の
本
質
を
鏡
智
に
轍
ふ
。
然
ら
ぱ
十
方
法
界
微

塵
の
剥
土
衆
生
色
心
は
悉
く
其
主
観
と
客
観
と
の
影
像
な
り
と
す
。
此
影
像
の
本
質
は
観
念
態
な
り
と
す
。
若
し
観
念

的
本
質
な
き
時
は
一
切
の
色
心
現
象
あ
る
こ
と
な
し
。

此
よ
り
主
観
と
客
観
即
ち
物
象
と
心
象
と
は
本
同
一
の
本
質
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
詳
論
せ
ん
。
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頭
に
日
く
、

色
心
共
観
の
ま
す
鏡
、
表
と
裡
と
に
映
り
徹
り
、
爾
観
無
碍
は
園
か
に
て
、
絶
封
固
な
り
。

物
と
心
と
主
観
と
客
観
と
の
雨
界
は
、
現
象
に
於
て
は
相
反
せ
る
二
現
象
な
れ
ど
も
、
其
観
念
的
本
質
に
於
て
は
同

一
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
詳
論
す
る
に
、
華
巌
法
界
観
に
徴
ひ
て
、
四
種
の
観
門
を
聞
き
て
義
を
示
さ
ん
。

一
、
色
心
共
観
親
、
二
、
色
心
表
裡
親
、
三
、
色
心
無
碍
親
、
四
、
絶
封
無
寄
観
。

四
種
の
観
門
は
要
す
る
慮
色
心
即
ち
客
観
と
主
観
と
は
本
質
同
一
な
り
と
の
意
義
を
観
照
し
て
意
識
す
べ
き
理
を
明

す
。



一
、
色
心
共
観
甑

物
と
心
と
は
共
に
同
一
の
観
念
態
な
り
と
の
義
な
り
。
宇
宙
の
現
象
界
は
吾
人
の
潟
象
な
り
。
然
れ
ど
も
客
観
界

は
、
吾
人
の
主
観
に
劃
し
て
過
境
的
世
界
は
貰
在
な
れ
ど
も
、
本
質
は
能
観
の
心
と
所
観
の
相
と
は
、
共
に
相
臨
せ
る

本
質
な
り
と
す
べ
し
。
客
観
の
物
的
賃
在
は
質
碍
即
ち
堅
源
熱
動
の
賓
在
な
り
と
感
ず
る
は
賓
は
力
の
投
合
に
よ
る
。

即
ち
物
に
組
問
れ
て
固
盟
と
感
ず
る
質
碍
は
、
因
果
的
運
動
が
、
規
律
的
に
運
動
す
る
を
、
物
質
と
感
ず
る
は
、
副
ち
一
意

志
の
勢
能
な
り
。
一
意
志
は
力
に
し
て
固
睦
と
感
ぜ
し
む
。
然
れ
ば
客
観
の
物
の
象
相
な
る
も
の
は
客
観
観
念
に
し
て
、

質
碍
の
固
瞳
と
感
ず
る
は
一
意
志
力
に
よ
る
。
即
ち
絶
封
観
念
が
力
に
依
り
て
賓
現
せ
ら
れ
た
る
方
を
客
観
界
、
即
ち
物

品
部
と
感
じ
、
佐
田
を
主
観
、
副
ち
心
象
と
す
。
此
雨
方
は
物
と
心
と
二
象
反
封
に
現
は
る
れ
ど
も
、
其
賓
本
質
は
同
一

観
念
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。

素
朴
な
る
賞
在
論
者
の
如
く
、
客
観
界
は
紹
封
的
物
質
賓
在
に
し
て
、
自
己
の
主
観
と
は
本
質
よ
り
し
て
全
く
異
る

も
の
と
執
す
る
は
甚
だ
錯
れ
り
。
若
し
読
の
如
く
、
客
観
の
物
象
と
主
観
の
心
質
と
本
質
に
於
て
全
く
栢
異
る
も
の
な

れ
ば
、
い
か
に
し
て
吾
人
の
観
念
的
宗
象
を
可
能
に
せ
ん
。
全
く
本
質
は
同
一
の
観
念
な
れ
ど
も
、
世
界
の
方
面
は
一
意

志
カ
に
規
律
に
障
て
賓
現
し
た
る
客
観
観
念
な
る
が
故
に
、
五
日
人
が
観
念
潟
象
を
可
能
に
す
。
同
一
の
本
質
即
ち
観
念
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態
を
主
客
南
面
に
現
じ
た
る
も
の
と
す
。
同
一
の
本
質
を
主
客
二
面
現
象
な
れ
ば
と
て
、
観
念
論
者
の
主
張
す
る
如

く
、
客
観
も
全
く
観
念
な
り
と
断
ず
べ
か
ら
ず
。
客
観
界
は
一
意
志
力
に
よ
り
て
、
運
動
し
、
襲
化
し
、
因
果
律
に
随
て

現
出
す
。
客
観
を
主
観
に
着
色
し
て
潟
象
せ
る
客
観
界
な
る
を
。

カ
シ
ト
が
、
客
観
界
は
吾
人
認
識
の
境
に
し
て
、
自
己
の
観
念
を
客
観
化
し
て
認
識
す
る
の
み
、
賓
在
は
超
絶
に
し

て
吾
人
の
認
識
は
寅
在
の
員
相
を
識
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
唯
自
己
の
主
観
の
現
象
を
認
む
る
の
み
と
。
又
唯
識
論
者

の
、
ア
ラ
ヤ
の
見
分
相
分
、
共
に
同
一
の
ア
ラ
ヤ
識
の
現
象
、
自
己
が
自
己
の
識
を
客
睦
化
し
て
之
を
認
識
す
る
の
み

56 

に
し
て
、

一
本
質
即
ち
大
国
鏡
智
は
超
絶
な
り
と
す
。

唯
識
観
念
論
者
の
設
は
、
個
人
を
中
心
と
し
て
、
未
だ
個
人
観
念
は
一
大
観
念
の
根
底
に
立
っ
て
自
己
は
其
一
員
た

る
を
い
は
ざ
る
な
り
。
今
は
如
来
心
の
鏡
智
朗
ち
絶
劉
観
念
を
一
切
主
観
客
観
の
本
質
根
底
と
し
て
主
観
客
観
は
二
本

質
の
南
現
象
な
り
と
す
。

ニ
、
内
外
一
自
慢

主
観
と
客
観
と
は
同
一
本
陸
の
南
現
象
な
り
と
す
。
主
観
の
心
質
と
客
観
の
物
質
と
は
其
質
全
く
相
反
劃
せ
る
異
れ

る
如
き
観
あ
れ
ど
も
、
其
一
艦
南
面
観
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
物
心
二
界
は
同
一
一
観
念
を
内
外
二
面
よ
り
見
た



る
も
の
と
言
ふ
こ
と
を
う
べ
し
。
自
身
は
外
面
よ
り
親
れ
ば
頭
よ
り
脚
に
至
る
ま
で
全
腫
物
質
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
若
内

観
す
る
時
は
全
憧
精
神
な
り
と
す
。
自
己
の
賓
験
は
之
を
一
切
の
人
類
に
推
論
す
る
こ
と
を
う
ベ
し
。
人
類
同
一
の
外

観
は
物
質
に
し
て
内
離
は
精
神
た
る
如
く
之
を
一
一
層
推
し
横
げ
で
す
べ
て
の
動
物
に
及
ぼ
す
こ
と
を
う
べ
し
。
ま
た
動

物
と
植
物
と
は
内
的
生
活
形
式
に
於
て
同
一
形
式
な
れ
ば
す
べ
て
の
有
機
植
物
に
も
及
ぼ
す
こ
と
を
う
ベ
し
。
乃
至
無

機
物
に
通
じ
自
然
界
全
瞳
に
通
じ
て
、
外
観
は
物
質
に
し
て
内
観
は
精
神
な
り
と
推
論
す
る
こ
と
を
う
ベ
し
。
致
一
哲

皐
は
内
界
外
界
致
一
、
現
象
に
は
異
る
も
根
底
に
於
て
は
致
一
し
、
形
而
上
皐
は
現
存
と
一
意
識
と
の
本
質
同
一
な
る
を

論
じ
二
面
を
包
括
せ
る
宇
宙
は
一
睡
一
大
観
念
態
に
遣
す
べ
し
。
物
質
と
心
質
と
が
致
一
の
理
は
宇
宙
全
種
に
通
じ
て

一
大
観
念
を
客
観
主
観
の
南
面
よ
り
観
じ
た
る
も
の
と
、
現
存
の
内
容
は
観
念
的
に
し
て
賓
現
の
方
面
は
意
志
の
活
動

な
り
。
内
面
の
動
機
と
し
て
理
性
の
秩
序
と
し
て
外
界
に
は
因
果
的
に
現
出
す
。
主
観
と
客
観
と
の
こ
者
は
本
同
一
観

念
態
の
南
面
観
な
れ
ば
、
其
本
質
不
二
な
り
と
云
ふ
も
現
象
の
異
な
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら
ず
。

宇
宙
の
内
観
は
一
大
観
念
な
り
。
一
大
観
念
が
内
容
の
理
性
に
よ
り
て
、
一
意
一
志
に
裂
動
せ
ら
れ
て
秩
序
が
外
面
に
は

因
果
律
の
関
係
を
も
て
高
有
を
額
現
す
。

内
外
即
ち
主
観
界
と
客
観
界
と
は
同
一
一
観
念
を
内
外
爾
面
よ
り
観
ず
る
も
の
に
し
て
、
其
本
腫
即
ち
一
大
観
念
態
如

来
大
国
鏡
智
な
り
と
す
。
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、
物
心
無
碍
観
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客
観
の
物
質
と
主
観
の
心
質
と
は
本
質
問
一
の
故
に
、
吾
人
の
観
念
は
物
心
を
通
じ
て
無
碍
な
り
と
の
理
を
論
ず
。

物
質
の
質
碍
な
る
も
の
と
主
観
の
心
質
と
は
本
質
互
に
相
背
馳
し
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
と
言
べ
か
ら
ず
。
此
雨
界
の

本
質
は
本
同
一
に
し
て
意
志
賓
現
を
物
質
と
云
ひ
、
内
面
を
心
質
と
言
ひ
、
此
二
質
全
く
相
異
な
る
も
の
な
れ
ば
、
物

的
責
在
を
遁
じ
て
吾
人
の
観
念
は
無
碍
な
る
こ
と
を
能
は
ざ
る
ベ
し
。
然
る
に
吾
人
は
自
ら
賓
観
す
る
こ
と
を
う
。
若

し
冥
想
観
念
す
る
時
は
贋
延
質
碍
の
存
在
物
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
寓
物
を
貫
徹
し
て
世
界
一
睡
離
に
達
す
る
に
あ
ら
ず

や
。
吾
人
の
観
念
な
る
も
の
は
、
地
球
及
び
寓
物
を
通
じ
て
い
か
な
る
も
の
も
障
碍
す
る
こ
と
な
く
、
宇
宙
一
睡
無
碍

観
な
り
。

森
然
た
る
寓
象
擾
々
た
る
寓
物
は
一
大
観
念
な
る
大
国
鏡
に
影
現
せ
る
影
像
の
み
。
一
面
に
客
観
的
の
物
質
影
像
現

ず
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
観
念
の
本
質
は
無
碍
な
る
は
、
即
ち
一
大
観
念
界
を
護
見
し
て
、
物
質
寅
在
を
有
し
な
が
ら
、

俳
界
無
漫
際
な
る
を
建
立
す
る
こ
と
を
得
る
所
以
な
り
。

一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
因
果
的
勃
材
と
、
感
受
的
心
象
と
は
相
碍
を
兎
れ
ざ
る
も
、
観
念
は
一
切
を
遁
じ
て
無
碍

な
り
。
時
間
空
間
と
物
瞳
と
を
貫
き
、
霊
徹
霊
遁
一
睡
無
碍
の
故
に
、
物
心
無
碍
観
と
一
五
ふ
。



四
、
超
絶
無
寄
観

主
観
と
客
観
は
其
本
質
に
於
て
本
同
一
な
る
が
故
に
吾
人
の
観
念
が
爾
界
を
遁
じ
て
無
碍
観
を
う
。
進
ん
で
超
絶
無

碍
観
と
は
す
べ
て
機
を
離
れ
法
身
の
本
然
の
睦
を
観
念
睦
と
し
て
名
づ
け
た
る
な
り
。
其
故
は
主
観
と
日
ひ
客
観
と
日

ひ
、
是
二
面
観
は
吾
人
が
自
己
の
見
地
よ
り
分
別
し
た
る
名
な
り
。
宇
宙
本
然
自
性
の
本
韓
の
相
は
主
観
に
非
ず
客
観

に
非
ず
、
内
に
非
ず
外
に
非
ず
、
絶
劃
無
寄
の
一
大
観
念
態
な
り
。
言
ひ
換
れ
ば
、
吾
人
の
如
き
個
人
等
が
自
己
勝

手
に
主
観
客
観
を
分
別
す
る
ま
で
に
て
、
現
存
其
も
の
に
主
観
も
客
観
も
有
る
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
吾
人
が
最
深
の

観
念
に
入
っ
て
自
己
の
観
念
と
宇
宙
大
自
観
と
契
合
す
る
慮
に
到
っ
て
、
自
ら
本
質
と
一
致
す
ペ
し
。
紐
劃
的
観
念
非

内
非
外
非
中
間
、
一
切
相
待
を
超
紐
し
、
言
語
道
断
、
心
行
慮
減
、
若
し
強
て
表
明
せ
ば
紐
劃
的
観
念
と
云
ふ
べ
き
の

み
。
本
陸
の
本
質
内
容
に
は
い
か
に
無
量
の
性
徳
を
合
議
す
る
や
は
吾
人
の
篤
に
過
境
的
な
る
も
、
其
形
式
に
於
て
少

く
と
も
吾
人
の
自
離
と
大
観
と
は
吾
人
の
心
霊
聞
く
鹿
に
於
て
一
致
し
た
る
も
の
と
信
ず
。

宇
宙
賓
在
本
質
の
相
は
組
劃
観
念
に
し
て
、
主
観
客
観
の
南
面
現
象
は
一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
。
特
殊
的
な
る
は

個
々
の
身
に
し
て
、
宇
宙
は
紐
劃
一
意
志
の
統
一
的
縮
瞳
に
し
て
、
全
一
の
紹
劃
的
親
念
の
本
慢
に
し
て
永
恒
本
然
た
る

は
如
来
大
国
鏡
智
な
り
。
鏡
智
と
紐
封
観
念
と
は
同
一
に
し
て
如
来
心
王
を
相
の
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
な
り
。
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鏡
智
と
ア
ラ
ヤ
識

60 

一
大
観
念
と
認
識

鏡
智
は
頼
耶
識
の
根
底
な
り
と
す
。
頼
耶
識
と
は
唯
識
家
が
個
人
及
び
天
地
寓
物
の
原
理
を
頼
耶
識
と
矯
す
。
頼
耶
は

識
の
義
。
謂
は
く
衆
生
心
に
一
切
高
法
を
含
識
し
て
、
根
身
と
此
器
界
も
み
な
自
己
の
心
識
の
襲
現
す
る
慮
な
り
。
主

観
界
を
見
分
と
日
ひ
、
客
観
界
を
相
分
と
名
づ
け
、
客
観
な
る
高
物
と
現
は
る
る
も
其
賓
は
自
己
の
頼
耶
の
客
観
化
し

て
彼
方
に
現
は
れ
た
る
に
外
な
ら
ず
。
若
し
自
己
の
心
生
ず
れ
ば
高
法
生
じ
、
若
心
滅
す
れ
ば
客
観
も
共
に
減
す
べ
し

と
。
此
頼
耶
識
は
異
熟
識
と
云
っ
て
因
縁
業
作
に
よ
り
て
種
々
に
襲
易
す
。
有
漏
の
種
子
あ
り
て
六
道
種
々
に
生
を
襲

じ
相
を
易
ふ
。
而
し
て
人
聞
の
業
に
よ
り
て
ラ
ヤ
が
人
間
と
熟
す
る
時
は
心
も
身
も
世
界
も
み
な
悉
く
人
間
と
相
臆
し

て
現
ず
。
さ
れ
ば
人
聞
が
現
に
経
験
し
つ
L

あ
る
境
界
は
人
間
自
ら
之
を
責
に
世
界
は
怨
る
も
の
と
認
む
る
も
の
の
賓

在
其
も
の
は
遁
境
的
に
し
て
吾
人
の
賓
験
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
虞
な
り
と
。
是
凡
夫
有
漏
の
業
に
よ
り
て
頼
耶
識
と
し

て
か
く
認
識
し
つ
L

あ
る
も
の
の
、
若
し
無
漏
の
聖
智
を
得
て
頼
耶
識
が
一
轄
し
て
大
国
鏡
智
と
な
る
時
は
、
主
観
界

も
客
観
界
も
共
に
一
ω捜
し
て
法
界
を
壷
し
て
大
国
鏡
中
の
影
像
な
り
と
。
唯
識
に
よ
れ
ば
、
頼
耶
識
と
鏡
智
と
は
其
根

底
を
異
に
し
て
衆
生
有
漏
の
頼
耶
識
は
本
然
に
か
か
る
自
爾
の
性
に
し
て
、
三
極
の
修
行
に
よ
り
て
正
売
を
成
ず
る
時



に
、
更
に
鏡
智
が
成
ず
る
も
の

L

如
く
に
す
。

今
は
華
巌
等
の
賓
大
乗
と
同
じ
く
、
唯
識
に
謂
ゆ
る
頼
耶
な
る
も
の
即
ち
吾
人
の
観
念
な
る
も
の
は
、
個
人
々
々
に

自
観
と
す
る
も
、
其
根
底
に
於
て
は
本
一
位
に
し
て
、
即
ち
宇
宙
金
一
を
表
し
て
の
一
大
観
念
態
の
一
分
が
即
ち
個
人

精
神
の
観
念
と
現
じ
た
る
も
の
と
す
。
然
る
に
未
だ
心
霊
開
設
せ
ざ
る
聞
は
、
自
己
の
精
一
脚
は
宇
宙
全
一
の
精
神
の
一

分
た
る
こ
と
を
一
意
識
せ
ず
。
是
個
人
の
自
観
な
る
も
の
は
特
殊
的
の
も
の
と
識
る
。
若
し
心
霊
開
設
す
る
時
は
自
観
は

宇
宙
大
自
観
と
本
一
韓
な
る
こ
と
を
観
ず
。

寅
大
乗
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
一
大
観
念
中
の
自
己
観
念
な
り
と
読
き
、
唯
識
に
は
自
己
の
観
念
を
頼
耶
と
名
づ
け
、
個

個
根
本
的
に
特
殊
の
如
く
に
調
へ
り
。
賓
は
紐
封
観
念
即
ち
鏡
智
の
一
分
が
個
人
の
自
観
即
ち
頼
耶
識
と
名
づ
け
た
る

も
の
な
り
と
す
。

個
人
の
方
面
か
ら
ア
ラ
ヤ
識
と
名
づ
け
、
全
瞳
を
鏡
智
と
日
ふ
。
心
霊
開
護
し
て
鏡
智
と
合
一
せ
る
を
ま
た
鏡
智
と

矯
す
。

鏡
智
と
思
議

大関銃智

哲
皐
に
唱
る
慮
の
認
識
界
と
は
、
即
ち
鏡
智
の
現
象
の
方
面
た
る
こ
と
、
ま
た
頼
耶
の
見
相
二
分
の
関
係
に
現
は
れ61 



た
る
な
り
。
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認
識
を
研
究
す
る
に
古
来
見
解
匝
々
た
り
。
寅
在
論
、
賓
在
的
経
験
論
、
賓
在
的
唯
理
論
、
観
念
的
経
験
論
、
観
念

的
唯
理
論
等
あ
り
。
鏡
智
の
影
像
た
る
認
識
を
研
究
す
る
に
、
今
暫
く
賓
在
論
と
観
念
論
等
事
て
、
唯
賓
在
と
唯
心
と

は
爾
偏
執
に
て
唯
一
方
に
偏
す
る
が
故
に
員
理
に
あ
ら
ず
。
相
方
を
調
和
し
統
一
し
て
こ
の
認
識
は
全
く
鏡
智
の
分
現

た
る
の
理
を
明
さ
ん
。

賓
在
論
者
は
調
へ
り
。
現
在
吾
人
が
目
撃
す
る
慮
の
認
識
は
賓
在
の
正
確
な
る
模
潟
な
り
と
。
吾
人
の
寓
象
は
客
観
事

物
の
本
質
貧
相
を
確
賓
に
完
全
に
一
示
す
も
の
な
り
と
。
寅
在
論
者
の
読
は
質
朴
な
る
凡
夫
の
見
解
に
近
し
。
次
に
観
念
論

者
は
日
く
、
吾
人
の
潟
象
と
事
物
即
ち
思
想
と
賓
在
と
は
全
然
相
容
れ
ざ
る
異
れ
る
性
質
な
り
と
矯
す
。
観
念
論
者
は

賓
在
論
が
執
す
る
慮
の
認
識
は
客
観
事
物
を
有
の
ま
与
に
寓
象
し
、
外
界
に
は
吾
人
の
主
観
と
離
れ
て
運
動
の
物
睦
に

は
色
整
等
の
性
質
を
備
へ
た
る
も
の
あ
り
て
、
吾
人
の
感
畳
は
之
が
賓
相
を
寓
象
し
、
こ
与
に
於
て
認
識
生
ず
と
。

観
念
論
者
は
寅
在
論
を
難
じ
て
日
く
、
読
の
如
く
賞
在
を
貨
に
感
費
す
る
も
の
に
し
て
賞
在
を
離
れ
て
認
識
の
本
質

な
し
と
せ
ば
、
夢
幻
及
び
錯
莞
ま
た
熱
病
者
の
所
見
の
如
き
は
、
物
質
賃
在
な
き
に
種
々
の
感
畳
あ
る
は
何
ぞ
や
。
ま

た
次
に
観
念
の
思
考
に
存
す
る
認
識
敷
皐
の
理
の
如
き
感
莞
に
あ
ら
ず
し
て
思
考
に
よ
り
て
-
認
識
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

生
理
拳
に
よ
る
も
、
例
せ
ば
皮
膚
を
刺
し
て
痛
を
感
ず
る
は
賞
在
論
者
に
よ
れ
ば
其
痛
畳
鋪
に
あ
り
と
云
ふ
ベ
し
。



然
れ
ど
も
其
寅
痛
を
感
ず
る
は
舗
に
あ
ら
ず
し
て
人
の
皮
膚
に
あ
り
。
其
他
色
あ
り
聾
あ
り
と
雌
も
人
の
眼
ヰ
等
の
な

く
ん
ば
之
を
感
費
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
物
質
の
刺
激
は
人
の
官
能
を
刺
す
力
の
性
質
に
し
て
感
覚
し
知
費
し
得

る
は
人
の
主
観
に
存
せ
り
。

之
に
由
っ
て
観
れ
ば
、
素
朴
の
賞
在
論
は
破
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
物
馳
胞
に
は
康
延
質
碍
の
性
を
有
す
、
剖
ち
感

樹
党
を
惹
起
す
べ
き
力
を
百
六
ふ
る
も
、
全
く
可
感
的
性
質
は
賞
在
の
表
象
の
み
と
。
若
し
主
観
の
感
性
な
く
ば
康
延
も
固

睡
も
認
識
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

絶
叫
到
的
観
念
論
に
よ
ら
ば
、
吾
人
が
認
識
は
自
然
界
に
時
間
空
間
の
因
果
的
性
な
る
も
の
は
決
し
て
過
境
的
賓
在
に

属
す
る
に
あ
ら
ず
。
そ
は
主
観
の
産
物
な
り
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
外
界
の
物
象
は
物
質
其
物
に
在
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
自

己
の
精
神
的
形
式
が
客
観
化
し
て
之
を
見
る
の
み
と
。
吾
人
が
認
識
の
自
然
界
た
ら
し
む
る
も
の
は
主
観
に
あ
り
、
自

己
の
精
神
を
客
親
と
し
て
認
識
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
吾
人
が
認
識
す
る
世
界
蔦
象
は
皆
現
象
に
し
て
、
賓
在
の
寅

相
に
は
あ
ら
ず
。
賓
相
は
過
境
的
な
り
と
。

唯
識
論
の
立
脚
地
は
絶
封
観
念
論
と
同
じ
く
、
人
の
主
離
と
客
観
の
本
質
は
員
如
の
賓
鐙
と
は
超
然
的
に
し
て
、
本

来
一
致
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
賓
桂
と
現
象
と
は
其
本
質
に
於
て
超
然
的
な
り
と
す
。
之
を
超
然
的
観
念
論
と
す
。

或
人
は
主
張
す
。
五
日
人
の
経
験
し
う
る
自
然
界
を
認
識
界
と
云
ひ
、
寅
鐙
は
唯
直
観
す
べ
き
の
み
と
。
「
→
一
一
日
ひ
換
ふ
れ

大国鏡智63 



ば
感
賓
の
封
象
を
認
識
と
云
ひ
観
念
の
封
象
を
賃
値
界
と
潟
す
と
。

賓
大
乗
は
、
質
鐙
と
現
象
と
は
同
一
本
質
に
し
て
、
賓
健
を
離
れ
た
る
現
象
な
く
現
象
副
賞
在
論
な
り
。
然
れ
ば
一
即

ち
認
識
界
と
直
観
界
と
は
一
睦
の
雨
面
に
し
て
招
じ
て
之
を
大
圏
鏡
智
に
属
す

ω

64 

ま
た
唯
識
論
は
個
人
精
神
を
頼
耶
識
と
名
づ
け
、
全
瞳
精
神
の
相
を
大
国
鏡
智
と
潟
す
。
若
し
寅
大
乗
に
よ
れ
ば
個

人
精
神
は
一
大
精
神
の
一
分
に
し
て
、
全
佳
精
神
を
離
れ
て
個
人
精
榊
あ
る
な
し
。
然
ら
ば
即
ち
頼
耶
識
と
は
其
賓
大

国
鏡
智
の
一
分
た
る
に
過
ぎ
ず
。
言
は
ば
一
大
観
念
の
大
虚
が
吾
人
の
心
意
に
顧
は
れ
た
る
も
の
を
名
づ
け
て
頼
耶
識

と
は
云
ふ
な
り
。

若
し
個
人
の
自
観
を
開
設
す
る
時
は
一
大
観
念
と
契
合
す
。
之
れ
即
ち
其
理
に
於
て
大
国
鏡
智
に
合
一
し
た
る
も
の

な
り
。
唯
識
論
者
の
読
く
が
如
く
個
人
精
神
の
轄
じ
て
全
盟
精
神
が
成
り
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
本
来
全
睦
観
念
の

}
員
た
る
個
人
な
れ
ば
心
霊
開
設
す
る
時
は
、

一
大
観
念
即
ち
鏡
智
頴
現
す
る
な
り
。

頭
に
日
く
、

大
国
鏡
智
に
契
ふ
と
き
、
十
方
三
世
の
色
心
も
、
国
か
に
照
す
み
か
父
み
に
、
同
時
に
す
べ
て
は
現
は
る
れ
Q

論
じ
て
日
く
、
衆
生
の
頼
耶
識
が
轄
依
し
て
鏡
智
と
な
る
と
は
唯
識
家
の
論
ず
る
慮
、
彼
は
権
大
乗
の
教
の
放
に
、

未
だ
全
く
了
義
教
に
あ
ら
ず
。
衆
生
の
精
神
本
如
来
心
の
一
分
な
る
が
故
に
、
心
霊
開
護
す
る
と
き
は
如
来
心
と
合
一



す
。
卸
ち
自
己
の
観
念
が
一
大
観
念
と
相
醸
す
る
に
い
た
る
。
亦
能
観
と
所
観
と
一
致
の
故
に
。
若
し
人
菩
薩
が
正
売

を
成
ず
る
時
、
無
始
の
無
関
頓
に
除
壷
し
長
夜
の
眠
醒
め
来
る
が
故
に
、
大
国
鏡
智
の
日
輸
は
園
か
に
十
方
三
世
の
色

と
心
と
依
と
正
と
及
び
一
切
の
高
法
は
悉
く
大
心
鏡
中
に
柄
然
た
り
。
自
己
一
大
観
念
中
の
十
方
依
正
な
れ
ば
遠
近
大

小
の
相
な
く
、
ま
た
時
間
的
に
も
過
去
未
来
現
在
は
同
時
態
に
し
て
、
現
在
の
嘗
念
に
現
在
す
。
き
れ
ば
併
陀
は
日
く

遁
去
無
量
却
の
大
遁
智
勝
悌
も
向
今
の
如
し
と
。

衆
生
の
観
念
は
本
鏡
智
の
分
な
れ
ど
も
、
心
鏡
曇
る
が
故
に
固
拐
な
ら
ざ
る
の
み
。
宇
宙
全
一
の
大
観
念
態
が
鏡
智

と
す
れ
ば
、
吾
人
の
観
念
も
ま
た
其
一
分
た
り
。
吾
人
は
観
念
に
於
て
一
大
観
念
と
闘
聯
せ
り
。
然
れ
ど
も
吾
人
の
観

念
は
昏
膜
な
り
、
闇
夜
の
如
し
。
宇
宙
に
劃
し
て
は
賓
に
少
部
分
た
る
な
り
。

感
掘
と
組
念

吾
人
が
肉
眼
を
も
て
大
空
に
向
ふ
と
き
は
康
く
外
に
向
ふ
如
く
観
ず
る
な
れ
ど
も
、
其
賓
は
陸
き
に
向
ふ
な
り
。
い

か
に
と
な
れ
ば
、
吾
人
が
器
械
的
の
眼
は
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
て
眼
界
に
涯
畔
あ
り
て
空
間
も
ま
た
分
限
あ
り
。
フ
エ

ヒ
ネ
ル
が
人
の
感
魔
は
鎮
の
内
に
向
ふ
が
如
し
と
、
賓
に
然
り
。
之
と
反
割
に
、
五
日
人
が
観
念
を
も
て
宇
宙
に
劃
す
る

時
は
、
其
観
念
界
は
分
限
あ
る
こ
と
な
し
。
宇
宙
は
無
限
な
り
。
其
空
聞
に
於
て
限
り
な
く
時
間
に
於
て
窮
り
な
し
、 大園鋭智65 



即
ち
無
限
無
濯
な
り
。
吾
人
は
無
限
な
る
宇
宙
に
劃
し
て
は
、
と
て
も
其
逢
際
の
有
無
を
だ
も
了
解
す
る
こ
と
能
は
ざ

る
な
り
。
況
ん
や
某
内
容
の
無
毒
な
る
理
事
に
於
て
は
、
吾
人
の
一
意
識
の
域
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
宇
宙
の
無
限
な
る
天

文
撃
者
の
読
に
よ
る
も
、
太
陽
の
光
線
が
此
地
球
に
達
す
る
の
時
聞
は
約
八
分
な
り
と
。
然
る
に
天
眼
鏡
を
も
て
せ
ば

千
五
百
高
年
を
要
し
て
初
め
て
其
光
線
が
此
地
球
に
達
し
う
る
遠
距
離
の
恒
星
を
認
む
る
こ
と
を
う
と
。
其
距
離
の
遠

大
な
る
こ
と
寅
に
無
限
な
り
。
然
れ
ど
も
全
宇
宙
の
無
限
に
劃
す
る
時
は
、
無
量
百
千
高
分
の
一
に
だ
に
も
あ
ら
ざ
る

66 

ベ
し
。
い
か
に
無
限
の
遠
距
離
と
縫
ど
も
、
吾
人
の
観
念
は
達
し
得
ざ
る
と
云
ふ
理
あ
る
こ
と
な
し
。

我
心
力
の
達
し
う
る
最
遠
を
想
像
し
其
量
る
慮
よ
り
向
ま
た
最
遠
を
想
像
し
乃
至
無
窮
の
時
聞
を
要
す
る
も
宇
宙
の
無

遠
の
遣
は
窮
む
べ
か
ら
ず
と
。
貨
に
然
ら
ん
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
が

其
無
限
な
る
宇
宙
と
同
じ
く
吾
人
の
親
念
も
ま
た
無
限
な
り
。
宇
宙
を
蓋
し
て
一
大
観
念
態
な
れ
ば
、
其
全
一
と
闘

聯
す
る
慮
の
吾
人
の
観
念
な
れ
ば
、
ま
た
無
清
澄
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
唯
無
明
に
磐
せ
ら
れ
て
冥
々
醸
々
た
り
。

観
念
と
其
本
質
に
於
て
連
絡
し
な
が
ら
、
無
明
の
潟
に
臨
調
せ
ら
れ
て
冥
々
た
る
は
凡
夫
な
り
。
無
明
日
に
嵩
れ
て
大
圃

大

鏡
智
固
か
に
法
界
を
照
す
も
の
は
傍
陀
な
り
。

衆
生
は
本
此
鏡
智
と
致
一
し
心
光
遍
く
法
界
を
照
す
べ
き
理
性
が
本
能
的
に
具
す
。
華
巌
粧
に
傍
陀
が
自
ら
併
眼
を

聞
き
て
調
へ
ら
く
、
奇
哉
一
切
衆
生
具
す
る
に
俳
性
を
も
っ
て
す
。

一
塵
に
三
千
の
経
舎
を
容
れ
こ
れ
を
聞
く
と
き
は
、



自
然
智
一
切
智
を
え
て
、
十
方
一
切
の
法
界
寓
法
を
照
す
こ
と
を
う
と
。

ま
た
次
で
拐
巌
経
に
、
衆
生
の
心
霊
聞
く
時
は
鏡
智
と
分
に
相
臆
す
べ
き
理
を
示
さ
ん
が
掃
に
、
併
陀
は
其
弟
子
ア

ナ
シ
の
震
に
か
く
示
し
玉
へ
り
。
読
相
甚
だ
贋
し
、
今
其
一
意
一
を
の
べ
ば
、
日
く
、
ア
ナ
シ
よ
、
汝
が
今
外
界
を
覗
る
に
、

其
向
ふ
に
在
る
物
の
象
を
汝
之
を
感
費
す
る
な
ら
ん
。
其
感
費
を
な
す
所
以
は
客
観
の
物
の
相
が
、
彼
よ
り
此
に
来
り

て
、
而
し
て
汝
が
感
費
と
成
る
も
の
な
る
か
、
持
た
自
己
の
心
性
が
此
よ
り
彼
こ
に
往
て
感
費
を
な
す
か
と
の
聞
に
劃

し
て
、
ア
ナ
ン
は
種
々
に
自
己
の
所
存
を
の
ベ
た
る
も
寛
に
嘗
を
う
る
も
の
な
し
。
僻
陀
は
つ
ひ
に
ア
ナ
ン
の
矯
に
其

伏
識
を
開
示
し
た
り
き
。

ア
ナ
シ
が
傍
陀
世
傘
の
態
離
な
る
提
唱
に
よ
り
て
、
心
霊
の
伏
醸
聞
か
れ
て
、
白
か
ら
観
ず
る
と
き
、
壷
十
方
の
虚

空
無
遁
の
剥
土
よ
り
乃
至
山
河
大
地
微
塵
に
至
る
ま
で
、
悉
く
自
己
の
親
念
界
裡
の
塵
々
た
る
こ
と
を
悟
る
。
日
く
十

方
の
虚
空
汝
が
心
内
に
生
ず
る
こ
と
片
雲
の
空
に
臨
ず
る
が
如
し
。
況
や
世
界
の
空
に
在
る
を
や
。
豊
能
く
我
本
然
の

員
心
を
離
れ
ん
や
。
叉
云
く
空
の
大
売
中
に
生
ず
る
こ
と
海
に
一
一
植
の
護
る
が
如
し
。
有
漏
微
塵
の
園
土
皆
空
に
依
っ

て
生
ず
る
所
。

解
に
云
は
く
、
是
心
と
は
是
肉
固
に
非
ず
、
縁
慮
に
非
ず
、
竪
に
初
後
な
く
、
横
に
遺
際
を
紹
す
。
宇
宙
心
相
本
来

一
大
観
念
な
れ
ば
、
吾
人
の
自
観
の
窓
の
聞
く
慮
に
於
て
相
醸
す
。

大園鏡智67 



是
衆
生
の
珊
観
念
如
来
の
一
大
観
念
に
し
て
、
鏡
智
と
本
質
に
於
て
闘
聯
せ
る
こ
と
を
謹
す
。

予
、
雪
て
華
巌
の
法
界
観
門
に
由
っ
て
、
一
心
法
界
三
昧
を
修
す
。
行
住
坐
臥
常
恒
に
観
心
止
ま
ず
。
或
時
は
行
く

に
天
地
高
物
の
一
切
の
現
象
は
悉
く
一
心
法
界
の
中
に
隠
波
し
、
宇
宙
を
壷
し
て
唯
一
大
観
念
の
み
な
る
を
観
ず
。
ま

た
一
日
遁
濯
山
に
輔
坐
し
て
文
殊
般
若
を
よ
み
、
心
如
虚
空
一
無
所
住
の
文
に
至
っ
て
、
心
虚
空
法
界
に
周
偏
し
て
、
内

に
非
ず
、
外
に
あ
ら
ず
、
中
間
に
あ
ら
ず
、
法
界
一
相
の
員
理
を
舎
し
て
の
ち
、
心
常
に
法
界
に
一
に
せ
る
は
是
卒
生
の

心
念
と
は
な
れ
り
。
之
れ
即
ち
宗
教
の
信
仰
に
所
謂
、
光
明
遍
照
中
の
自
己
な
り
。
大
国
鏡
智
中
の
自
己
な
り
と
信
ず
。

宇
宙
は
一
大
観
念
の
光
明
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
を
容
る
儀
地
な
し
。
本
来
此
一
大
心
光
中
に
在
り
な
が
ら
、
無
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明
に
窮
せ
ら
れ
て
自
己
の
心
霊
を
く
ら
ま
し
、
此
大
国
鏡
智
の
光
を
疑
ふ
者
を
怪
し
む
。
自
己
の
観
念
は
如
来
の
鏡
智

光
中
の
連
絡
を
疑
は
ず
。
然
れ
ど
も
吾
人
の
法
界
一
相
離
は
鏡
智
の
分
た
る
を
信
ず
れ
ど
も
未
だ
俳
陀
に
劃
す
れ
ば
無

明
の
雲
を
隔
て
L

光
明
中
に
あ
る
も
の
と
信
ず
。
即
ち
ガ
ラ
ス
を
隔
て

L

鏡
智
の
光
明
中
を
観
じ
っ
L

あ
る
な
り
。
拐

巌
に
明
せ
る
ア
ナ
シ
の
観
心
も
ま
た
無
明
中
に
あ
り
て
鏡
智
の
光
明
を
観
じ
た
る
に
外
な
ら
ず
。

諸
の
菩
薩
は
十
信
の
位
に
於
て
鏡
智
と
自
己
の
観
念
と
の
本
来
一
睡
な
る
を
信
認
す
。
佐
行
向
地
を
粧
て
初
地
に
至

っ
て
、
覇
よ
園
明
に
し
て
、
正
に
正
畳
の
花
聞
く
と
き
、
自
己
の
観
念
と
本
来
の
鏡
智
と
は
全
然
一
致
し
、
鏡
智
園
か
に

十
方
法
界
を
照
し
、
十
方
の
謹
を
壷
し
、
三
世
の
際
を
窮
め
一
時
一
念
に
照
し
て
遣
儀
あ
る
こ
と
な
き
を
僻
陀
と
云
ふ
。



く 4)

大
国
鏡
智

吾
人
の
寓
象
と
世
界
と
は
客
観
と
主
観
と
は
別
々
な
る
も
、
其
本
質
内
脊
に
於
て
は
吾
人
が
寓
象
に
相
醸
す
る
も
の

な
る
が
故
に
吾
人
は
世
界
を
寓
象
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
若
し
客
観
及
び
主
観
の
本
性
に
し
て
全
然
特
殊
の
も
の
な

い
か
に
し
て
吾
人
は
之
を
寓
象
す
る
の
可
能
あ
ら
ん
や
。

ら
ん
に
は
、

主
観
と
客
観
と
相
ひ
反
射
せ
る
如
く
に
感
ず
る
は
抑
も
何
故
な
る
や
。

感
質
的
責
在
の
世
界
高
物
が
、
固
源
燦
動
等
の
固
睦
と
な
り
質
碍
の
物
と
感
ず
る
感
魔
的
賓
質
な
る
も
の
は
、

一
意
志
即
ち
力
の
勢
能
に
し
て
、
力
が
吾
人
の
一
意
志
力
と
は
同
質
に
し
て
、
之
に
鰯
る
与
が
故
に
吾
人
が
之
を
固
燈
ま
た

熱
ま
た
糠
等
と
感
費
す
る
な
り
。

大

本
質
は
観
念
態
に
物
象
と
し
て
理
性
的
の
故
に
規
律
的
に
産
出
し
活
動
せ
る
も
の
を
、
人
之
を
客
観
界
の
物
質
と
感

ず
る
な
り
。
物
質
と
感
ず
る
寓
象
態
に
あ
り
て
物
質
の
重
力
及
び
熱
ま
た
固
形
健
等
と
鰯
感
す
る
も
の
は
一
意
志
即
ち
力

の
能
な
り
。

大国鏡智

色
聾
香
味
等
の
物
象
と
感
ず
る
も
の
は
、

紹
封
潟
象
よ
り
、

客
観
の
賞
態
と
し
て
、

一
大
一
意
力
に
よ
り
て
護
動
せ69 



り
。
こ
の
理
性
的
規
則
即
ち
天
則
秩
序
に
時
間
的
空
間
的
因
果
律
的
な
る
は
賓
障
が
理
性
態
な
れ
ば
な
り
。
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高
物
の
物
象
は
、
客
観
の
観
念
態
よ
り
護
動
し
、
一
意
志
力
の
高
物
に
秩
序
整
然
た
る
は
、
理
性
の
故
に
、
貧
韓
の
相

用
の
三
大
よ
く
寓
物
を
現
出
す
。

宇
宙
は
一
大
精
神
に
し
て
、
相
大
と
用
大
の
属
性
あ
る
は
、
例
へ
ば
宇
宙
を
塑
摸
せ
る
人
の
精
神
に
寓
象
一
意
志
が
あ

り
て
、
表
相
あ
り
活
動
す
る
が
如
し
。

若
し
賞
睦
に
三
大
の
性
能
な
か
ら
ん
か
、
鷲
に
依
っ
て
斯
の
表
相
と
亦
た
斯
の
如
き
活
動
を
な
さ
し
む
る
も
の
ぞ
。

若
し
能
観
の
心
と
所
観
の
世
界
と
が
其
本
質
全
く
異
な
る
も
の
な
ら
ば
、
否
人
は
如
何
に
し
て
之
が
寓
象
を
可
能
な

ら
し
む
る
か
。
是
れ
奇
怪
な
ら
ず
や
。

然
れ
共
全
く
其
の
本
質
の
相
は
観
念
態
に
し
て
、
其
能
力
に
よ
り
之
が
天
則
規
律
に
随
っ
て
客
観
的
観
念
即
ち
物
腫

と
賞
現
し
た
る
も
の
な
る
が
故
に
、
人
の
主
観
的
観
念
が
之
を
寓
象
し
、
ま
た
再
現
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
其
本
質

同
一
な
れ
ば
な
り
。

本
質
に
於
て
は
一
韓
な
り
と
て
、
客
観
の
賞
在
と
主
観
の
心
質
と
は
現
象
に
於
て
は
反
封
に
現
じ
た
る
を
以
て
、

な
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
相
待
的
に
ま
た
能
観
所
観
異
な
れ
ば
な
り
。

物
睦
は
力
に
寅
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
な
れ
ば
と
て
、
本
質
に
於
て
一
致
せ
る
こ
と
は
担
む
べ
か
ら
ず
。



併
教
で
色
即
是
空
、
空
即
是
色
と
は
是
れ
な
り
。
空
と
は
心
質
に
し
て
色
と
は
物
質
な
り
。
物
質
と
心
質
と
は
其
本

質
に
て
は
相
即
し
て
異
る
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。

紹
封
無
碍
親

如
何
に
し
て
無
碍
を
観
ぜ
ん
。
世
界
あ
る
も
亦
た
無
碍
な
り
。
自
ら
観
念
せ
よ
。
物
質
を
通
じ
て
観
念
は
無
醗
な
ら

ず
や
。

物
心
不
二
観

主
観
の
心
象
と
客
観
の
物
象
と
は
、
本
同
一
紐
封
観
念
界
の
故
に
、
主
観
は
能
く
客
観
を
寓
象
し
再
現
し
得
。
全
く

本
質
に
し
て
相
ひ
季
連
す
る
な
ら
ば
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
ざ
る
べ
し
。
自
ら
之
を
賓
験
す
る
に
甚
だ
然
ら
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
を
信
ず
。
然
る
に
何
故
に
主
観
客
観
は
同
一
の
本
質
が
相
ひ
反
封
せ
る
二
現
象
と
な
る
や
。
答
て
、
能
観
の
心

と
所
観
の
物
質
と
は
、
本
と
一
睦
を
雨
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
事
を
得
ベ
し
。
如
何
に
と
な
れ
ば
、
物
瞳

は
外
面
よ
り
之
を
認
識
す
る
事
を
得
る
も
、
主
観
は
自
ら
観
ず
る
外
に
之
を
識
る
由
な
し
。
然
れ
ば
自
己
の
内
面
は
心

に
し
て
外
面
は
物
質
な
り
。
他
の
内
面
は
之
を
一
意
識
す
る
に
由
な
き
も
、
理
に
於
て
一
致
す
べ
き
必
然
の
規
律
あ
れ
ば
、

他
も
自
己
と
同
じ
く
内
面
は
精
神
な
り
。
此
理
は
す
べ
て
の
有
機
物
を
以
て
現
存
に
ま
で
推
理
す
る
事
を
得
。
故
に
一
大国鏡智

切
の
外
観
は
物
質
に
し
て
内
面
は
心
霊
な
り
と
す
れ
ば
、
能
観
と
所
観
と
、
現
存
と
意
識
と
は
同
一
の
本
質
に
し
て
、

71 



内
面
の
動
機
、
外
面
の
因
果
と
現
は
る
L

同
一
の
活
動
を
、
二
面
よ
り
見
た
る
に
外
な
ら
ず
。
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主
観
と
客
観
と
は
同
一
の
絶
封
観
念
態
の
内
外
二
面
の
現
象
な
り
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

故
に
主
観
客
観
は
相
待
的
規
定
の
人
間
の
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
に
し
て
、
本
来
一
大
観
念
た
る
物
心
不
二
な
り
。

之
を
色
即
是
空
空
即
是
色
と
云
ふ
。
物
質
が
内
観
す
れ
ば
観
念
に
し
て
、
観
念
を
外
観
す
れ
ば
客
観
な
り
。
故
に
同

一
観
念
態
の
内
外
二
面
な
り
。
此
の
統
一
を
紹
封
観
念
態
と
云
ふ
。
故
に
全
宇
宙
は
全
腫
客
観
物
腫
な
る
と
共
に
、
全

睦
観
念
界
な
り
。

色
心
無
碍
観

主
観
界
と
客
観
界
と
は
同
一
韓
の
内
外
二
固
な
る
は
既
に
識
り
ぬ
。
若
し
本
質
が
全
く
観
念
態
な
れ
ば
、
客
観
と
共
に

如
何
に
し
て
紐
封
観
念
界
た
る
こ
と
を
識
ら
ん
。
答
て
、
若
し
世
界
の
本
質
が
観
念
態
に
あ
ら
ず
し
て
本
質
と
物
質
と
は

相
背
馳
し
氷
炭
相
ひ
容
れ
ざ
る
如
き
な
ら
ば
、
賓
在
に
あ
り
な
が
ら
紹
封
観
念
を
観
ず
る
事
を
得
ざ
ら
ん
。
絶
封
無
碍
離

を
な
す
能
は
ず
。
轡
き
に
言
ひ
し
如
く
世
界
は
力
に
よ
り
て
現
は
れ
た
る
客
観
観
念
な
る
が
故
に
、
紹
封
観
念
と
一
睡
に

し
て
無
碍
な
る
を
得
ん
。
自
ら
観
ぜ
よ
、
人
は
肉
眼
を
以
て
は
、
壁
塔
を
隔
て
与
観
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
心
眼
を
以

て
観
ず
れ
ば
地
球
を
徹
し
物
鐙
貫
き
て
無
碍
な
り
。
宇
宙
は
紐
割
に
し
て
一
睡
の
観
あ
り
。
若
し
客
観
と
主
観
と
は
同

一
の
観
念
態
な
る
が
故
に
無
碍
な
る
を
得
べ
し
。
然
る
に
自
己
の
肉
眼
と
外
界
の
質
碍
の
壁
と
は
、
力
に
よ
り
て
暫
く



制
観
念
を
碍
る
れ
ど
も
、
観
念
の
本
質
に
は
同
一
の
も
の
に
し
て
、
相
ひ
障
碍
せ
ざ
る
も
の
な
る
故
に
交
渉
無
碍
な
り
。

力
に
よ
り
て
賓
現
し
た
る
も
の
は
、
空
間
に
時
間
に
す
べ
て
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
、
観
念
態
は
無
碍
な
る
と
共
に
絶

鈎
な
り
。
す
べ
て
の
矯
に
規
定
せ
ら
れ
ず
。
自
ら
観
ぜ
よ
観
念
は
外
物
の
矯
め
に
束
縛
せ
ら
れ
ず
、
空
間
を
通
じ
時
聞

を
徹
し
一
切
の
物
質
を
貫
き
て
無
碍
な
り
。

紹
封
無
碍
の
観
念
態
は
即
ち
如
来
大
国
鏡
智
な
り
。

一
切
の
個
々
の
心
は
、
紐
封
観
念
た
る
主
客
の
各

一
部
分
な
り
。
宇
宙
の
現
象
界
は
其
時
に
現
れ
た
る
一
大
一
意
志
の
統
一
的
全
瞳
な
り
。

絶
封
観
念
の
全
世
と
し
て
永
恒
本
然
自
性
天
員
な
る
は
如
来
な
り
。

物
的
責
在
の
世
界
は
力
に
よ
り
て
現
は
る

L

客
観
観
念
に
し
て
、

如
来
の
本
質
は
一
大
観
念
態
に
て
紹
封
無
碍
な
り
。

碍
本
質
の
吾
人
が
現
象
界
と
見
る
一
方
面
に
、
全
現
象
面
に
は
、
壷
空
間
泰
時
間
無
量
の
蔦
物
が
起
伏
隠
額
究
り
な
く
、

相
待
に
規
定
せ
ら
れ
、
襲
化
極
り
な
き
も
の
は
二
大
観
念
界
の
微
塵
の
如
く
、
い
か
に
紹
劃
一
意
志
の
勢
力
に
吹
き
起
さ

る
L

微
塵
の
世
界
は
轄
襲
極
り
な
く
(
現
)
ず
る
も
、
如
来
主
観
本
質
の
内
面
に
は
永
恒
常
然
に
し
て
無
碍
な
り
。

一
切
の
相
待
規
定
を
離
れ
て
、
氷
恒
常
然
、
純
粋
無
雑
、
国
融
無

大国鏡智

世
界
は
偲
識
界

73 



如
来
紹
封
観
念
中
の
宇
宙
現
象
界
な
れ
ば
、
宇
宙
無
量
の
一
微
塵
に
す
ぎ
ざ
る
吾
人
が
世
界
、
及
び
吾
人
は
、
全
く

紐
劃
一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
界
な
れ
ば
、
之
を
離
れ
て
は
世
界
客
観
界
も
主
観
界
も
有
る
こ
と
な
し
。
五
回

人
が
客
観
の
高
物
森
然
た
る
も
の
と
、
之
に
劃
す
る
個
人
の
能
観
の
心
と
は
、
何
れ
も
同
一
の
観
念
態
に
し
て
、
両
面
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に
現
は
れ
た
る
も
の
と
は
信
じ
ぬ
。

然
れ
共
吾
人
が
規
定
せ
ら
れ
た
る
意
識
が
、
全
く
如
来
の
本
質
と
全
然
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
衆
生
は
栢
待
に
規
定

せ
ら
る
相
待
規
定
即
ち
因
果
律
に
支
配
せ
ら
る
。
自
然
律
と
生
理
機
制
と
の
矯
め
に
着
色
せ
ら
れ
て
賓
質
と
相
官
服
せ
ず
。

三
大
に
よ
り
て
現
に
賓
現
せ
る
宇
宙
現
象
は
、
本
睦
が
理
性
的
規
律
に
よ
り
産
出
す
る
大
勢
力
は
本
然
と
し
て
無
始

日
来
休
止
あ
る
こ
と
な
く
、
温
室
聞
に
微
塵
の
如
く
に
散
在
し
、
遁
時
間
に
千
遷
寓
費
究
り
な
く
、
世
界
無
量
高
差
の

相
を
呈
し
、
世
界
に
は
成
住
壊
室
、
生
物
に
は
生
住
異
滅
と
て
、
生
ず
れ
ば
滅
し
、
滅
す
れ
ば
生
じ
て
、
本
韓
無
限
の

故
に
休
止
な
く
、
勢
力
無
限
の
故
に
轄
艶
極
な
き
世
界
よ
り
、
外
翻
慨
す
れ
ば
因
果
に
し
て
、
内
面
よ
り
は
勢
力
な
り
。

阿
親
耶
識

如
来
の
紹
封
観
念
の
本
質
は
、
自
然
規
定
た
る
世
界
の
衆
生
に
は
意
識
す
る
こ
と
能
は
ず
。
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
因

果
に
支
配
せ
ら
る
与
も
の
は
、
如
来
の
観
念
態
の
或
る
一
方
を
認
識
す
。
自
然
規
定
の
個
睡
観
念
を
唯
識
論
に
は
阿
頼
耶



識
と
名
づ
く
。
唯
識
論
に
二
切
の
有
情
無
始
己
来
法
爾
と
し
て
八
の
識
あ
り
。
中
に
於
て
第
八
の
阿
頼
耶
識
是
れ
根
本

た
り
。
頓
に
身
心
器
界
種
子
を
饗
轄
し
て
、
第
七
識
を
生
ず
。
皆
な
能
く
自
分
の
所
縁
を
饗
現
し
て
都
ベ
て
賓
法
な
し
と
。

自
己
が
認
識
す
る
現
象
界
は
種
々
雑
多
な
る
も
、
唯
識
に
本
づ
く
に
、
外
に
賓
境
な
し
。
唯
だ
内
識
に
あ
り
。
外
境

に
似
て
生
ず
。
現
象
界
は
唯
識
に
包
含
せ
る
種
子
よ
り
開
設
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。

第
八
識
は
所
執
臓
と
云
ふ
て
一
切
の
種
子
を
含
臓
し
て
種
々
の
現
象
を
開
設
す
。
ま
た
第
七
識
よ
り
蔵
識
に
種
子
を

輿
ふ
る
故
に
所
識
と
云
ふ
。
臓
識
に
有
す
る
種
子
を
聞
き
て
七
識
と
な
り
、
其
が
後
ま
た
臓
識
を
票
ず
。

本
有
と
新
票
。
本
有
と
は
本
よ
り
有
る
種
子
、
新
薫
と
は
外
よ
り
輿
え
ら
れ
た
る
種
子
な
り
。
本
有
は
人
の
伏
能
に

て
、
新
重
ほ
経
験
よ
り
来
る
。
之
を
無
始
の
本
有
無
始
の
新
薫
と
云
ふ
。
そ
こ
で
種
子
現
行
を
生
じ
現
行
種
子
を
票
ず
。

唯
識
四
分
と
は
、
相
分
、
見
分
、
自
謹
分
、
謹
自
謹
分
に
て
、
相
分
は
客
観
現
象
、
見
分
は
相
分
を
認
む
る
も
の
、

白
詮
分
は
見
分
を
認
む
る
も
の
、
謹
自
詮
分
は
誼
分
を
認
む
る
も
の
な
り
。

唯
識
に
は
共
襲
不
共
襲
と
て
、
吾
人
が
外
界
を
見
る
に
、
他
と
共
に
襲
、
ず
る
も
の
と
、
不
共
獲
と
の
こ
あ
り
。
雨
入

大圏鏡智

が
或
一
物
を
見
て
共
に
相
合
ふ
は
共
襲
に
て
、
相
合
は
ぬ
が
不
共
襲
な
り
。

要
す
る
に
唯
識
は
各
個
人
々
々
の
唯
心
に
て
寓
法
を
現
象
す
る
相
待
的
唯
心
論
な
り
。

現
象
世
界
無
数
の
寓
物
種
々
襲
轄
無
窮
な
る
も
、
其
が
根
本
は
唯
心
の
所
襲
な
り
。
相
分
と
は
客
観
の
森
羅
高
象
の
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自
己
の
心
が
外
界
に
現
は
れ
た
る
、
見
分
は
外
界
の
物
を
見
る
、
影
像
を
見
る
も
の
が
見
分
に
し
て
、
影
像
が
相
分
な

り
。
自
詮
分
は
見
分
の
作
用
を
詮
明
す
る
も
の
な
り
。
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六
識
の
劉
境
た
る
色
聾
等
な
る
も
の
は
阿
頼
耶
の
相
分
な
り
。

唯
識
の
阿
頼
耶
識
轄
依
す
れ
ば
大
国
鏡
智
と
な
る
と
。

今
日
く
、
阿
頼
耶
識
と
は
傍
教
の
因
果
規
定
と
生
理
機
制
に
よ
る
紐
封
観
念
態
な
り
。

も
、
生
理
機
制
の
矯
め
に
着
色
せ
ら
れ
て
、
各
自
が
認
識
世
界
を
殊
に
す
。

吾
人
人
類
が
認
識
す
る
所
の
世
界
は
、
何
の
方
面
よ
り
観
じ
て
も
人
間
の
世
界
に
し
て
、
日
月
は
明
く
照
し
、
感
費

作
用
乃
至
主
観
と
共
に
客
観
に
於
て
も
、
見
聞
費
知
と
し
て
、
す
べ
て
の
身
心
の
生
活
に
於
て
享
受
す
る
慮
、
人
間
世

本
睦
は
本
来
紐
劃
な
れ
ど

界
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

若
し
吾
人
が
生
理
機
制
を
以
て
せ
ば
、
よ
し
ゃ
十
高
億
土
の
彼
岸
な
る
星
界
に
到
達
す
る
こ
と
を
得
る
と
し
て
も
、

吾
人
が
生
理
機
制
に
於
て
認
識
す
る
こ
と
は
人
間
世
界
を
超
ゆ
る
も
の
に
非
ざ
る
べ
し
。

阿
頼
耶
を
業
識
と
名
づ
く
所
以
は
、
一
切
生
物
は
各
其
業
の
差
別
に
依
っ
て
、
業
よ
り
成
立
し
た
る
精
神
は
因
果
に

規
定
せ
ら
れ
、
種
々
の
異
生
身
を
受
く
。
其
各
種
々
の
生
物
類
は
受
く
る
所
の
身
心
性
格
に
よ
り
て
、
其
の
享
受
す
る

世
界
も
随
て
生
理
機
制
と
身
心
性
格
に
よ
り
て
受
感
性
を
異
に
し
、
随
て
認
識
も
亦
同
じ
か
ら
ざ
る
べ
し
。
之
を
唯



識
論
に
は
業
識
所
感
と
名
づ
く
。
論
に
一
水
四
見
の
読
あ
り
。
日
く
同
一
の
水
に
劃
す
る
感
費
が
人
類
は
之
を
水
と
見

る
。
天
人
は
瑠
璃
費
地
と
感
見
し
、
餓
鬼
の
信
用
め
に
は
近
づ
く
べ
か
ら
ざ
る
熱
河
と
感
じ
、
水
族
に
は
恰
も
人
類
が
空

気
に
劃
す
る
が
如
き
の
感
な
り
と
。

進
化
読
に
よ
れ
ば
、
人
類
と
人
類
よ
り
は
下
等
の
動
物
に
で
も
、
生
物
進
化
の
階
級
に
よ
り
て
、
す
べ
て
の
生
活
機

能
等
に
、
数
等
の
差
別
あ
る
痛
め
に
受
感
性
を
異
に
す
。

階
級
に
よ
り
て
内
面
等
の
生
活
形
式
の
相
ひ
類
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
受
感
性
の
異
る
た
め
世
界
に
劃
す
る
観
念
相
ひ

同
じ
か
ら
ざ
る
ベ
し
。
最
劣
等
の
生
物
の
如
き
に
至
て
は
本
能
的
に
営
養
生
殖
を
管
む
の
外
、
世
界
何
物
と
も
な
き
盲

目
的
生
活
な
る
事
は
推
理
す
る
に
易
か
る
べ
し
。

ま
た
例
へ
ば
吾
人
が
青
眼
鏡
を
以
て
外
界
を
見
る
時
は
高
物
悉
く
青
色
を
呈
す
る
が
如
く
、
人
類
に
於
て
は
或
は
共

同
的
に
感
費
す
る
あ
り
。
ま
た
個
人
々
々
が
特
別
に
認
識
す
る
あ
り
。
何
れ
に
し
て
も
吾
人
は
自
然
律
に
規
定
せ
ら
れ

た
る
生
理
的
機
能
は
感
費
及
び
認
識
は
相
待
規
定
に
よ
り
て
、
本
来
紐
劃
観
念
態
を
吾
人
が
機
能
の
潟
め
に
制
限
せ
ら

れ
て
世
界
を
感
じ
認
識
す
る
も
の
な
る
は
疑
ひ
な
し
。

大田鏡智

物

と

心
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宇
宙
寓
象
は
本
紹
封
観
念
態
よ
り
主
観
客
観
の
二
象
は
現
じ
た
る
も
の
と
す
。
客
観
的
観
念
を
物
象
と
名
づ
け
主
観

的
観
念
を
心
象
と
名
づ
く
。
も
と
一
大
観
念
態
が
意
志
の
力
に
よ
り
て
賓
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
態
を
現
象
宇
宙
と78 

一
玄
ふ
。

高
物
の
固
形
即
ち
質
碍
な
る
も
の
は
、
此
力
が
地
水
火
風
の
堅
調
間
接
動
の
質
は
即
ち
力
な
り
。
力
と
は
一
意
志
な
り
。

観
念
の
力
に
よ
り
て
賓
現
せ
る
も
の
が
物
質
の
現
象
と
な
る
を
云
ふ
。
若
し
本
質
と
意
志
の
力
の
み
な
ら
ば
、
物
質
に

は
盲
動
に
し
て
象
相
な
く
、
色
も
な
く
撃
も
な
き
、
天
に
太
陽
な
き
が
如
く
、
物
的
盲
動
の
み
に
し
て
、
花
も
色
な
く
、
宇

宙
高
象
な
く
、
唯
物
陸
動
と
分
子
動
の
み
の
盲
動
な
ら
ん
。
紐
劃
珊
観
念
態
あ
り
て
天
に
太
陽
の
照
す
如
く
、
首
内
物
が
心

象
を
現
は
し
、
物
と
心
と
の
こ
現
象
が
種
々
の
象
相
を
な
す
は
、
観
念
態
の
賓
現
す
る
所
な
り
。
同
一
の
観
念
態
が
物

象
と
心
象
と
の
こ
方
面
に
現
は
れ
た
り
と
す
。
是
の
絶
劉
観
念
態
を
大
国
鏡
智
と
名
づ
く
。
大
圃
と
は
宇
宙
全
世
が
同

一
一
観
念
態
な
り
。
観
念
態
を
鏡
に
例
ふ
。
鏡
と
は
相
待
的
の
甲
の
鏡
に
乙
の
物
象
を
映
現
す
る
が
如
く
に
非
ず
。
宇
宙

全
瞳
が
即
ち
観
念
態
な
り
。
一
切
森
然
た
る
物
と
心
と
の
こ
象
は
即
ち
観
念
態
の
力
に
よ
り
て
賓
現
せ
ら
れ
た
る
影
像

な
り
。
故
に
今
宇
宙
の
寓
象
が
卸
ち
宇
宙
て
ふ
観
念
鏡
の
影
像
に
外
な
ら
ず
。
力
に
よ
り
て
現
は
る
L

寓
象
は
新
陳
代

謝
し
て
無
始
よ
り
己
来
種
々
に
轄
襲
す
る
も
、
其
の
内
容
は
同
一
の
観
念
態
な
り
。
森
羅
寓
象
、
若
し
は
客
観
物
象
、

若
し
は
主
観
の
衆
生
の
心
象
、
内
観
も
外
観
も
同
一
一
観
念
の
雨
方
面
に
願
現
し
た
る
も
の
な
り
。
こ
の
全
睦
を
統
一
し



て
惣
瞳
な
る
は
即
ち
大
国
鏡
智
、
即
ち
紹
封
観
念
態
な
り
。

唯
識
論
の
大
圏
智

唯
識
論
に
は
、
大
国
智
と
は
第
八
阿
頼
耶
識
の
開
設
し
て
大
国
智
に
輔
依
す
。
頼
耶
識
に
見
分
と
相
分
と
白
謹
分
と

あ
り
て
、
頓
に
根
身
器
界
を
襲
現
す
と
。
客
親
と
し
て
見
ら
る
L

相
も
、
主
観
と
し
て
物
を
知
見
す
る
心
も
、
其
本
は

同
一
の
蔵
識
が
世
界
と
身
瞳
と
精
神
と
し
て
獲
現
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。
天
然
の
一
意
識
に
は
主
我
を
中
心
と
し
て
内
外

を
立
る
が
故
に
、
本
障
を
蔵
識
と
名
づ
く
。
身
心
器
界
と
も
に
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
唯
識
観
に
入
っ

て
、
自
己
の
心
霊
開
護
し
て
自
観
が
一
大
観
念
と
一
致
し
て
、
自
己
の
心
霊
と
し
て
、
一
大
心
霊
態
を
離
れ
て
主
我
て

ふ
特
殊
の
理
膜
あ
る
に
非
ず
。
自
己
が
本
韓
は
、
一
大
心
室
態
を
諦
か
に
腫
観
し
た
る
時
、
主
我
中
心
を
韓
じ
て
紐
封

心
霊
の
一
員
た
る
自
己
な
り
。
轄
依
し
た
る
を
大
圃
智
と
云
ふ
。

今
は
大
圃
鏡
智
、
副
ち
組
関
観
念
が
主
観
客
観
の
高
品
却
を
現
じ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
然
る
に
天
然
的
一
意
識
は
未
だ
其

一
員
相
を
一
意
識
せ
ざ
る
が
故
に
、
限
り
に
天
然
一
意
識
が
客
観
と
一
意
識
と
の
本
な
る
心
を
蔵
識
と
名
づ
け
た
る
も
の
な
り
。

自
己
及
び
世
界
寓
物
は
全
く
紹
封
観
念
が
物
と
心
と
の
こ
象
と
現
じ
た
る
に
外
な
ら
ず
と
知
る
時
は
、
頼
耶
識
の
轄
依

と
名
づ
く
。

大国鏡智79 



然
る
に
紹
封
観
念
な
る
も
、
天
則
秩
序
の
理
と
し
て
現
は
れ
た
る
方
面
と
、
的
枠
川
蹄
趣
の
理
性
と
し
て
の
と
は
、
闘

智
に
は
別
な
き
も
、
之
に
劃
す
る
一
意
識
に
は
其
相
象
異
れ
り
。
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絶
大
な
る
宇
宙
の
現
象
よ
り
嗣
蹴
れ
ば
、
天
鐙
無
窮
の
星
宿
よ
り
寓
象
椙
待
的
に
凶
縁
規
定
し
て
空
間
に
充
塞
し
て
遺

際
な
し
。
ま
た
時
間
的
に
は
因
果
関
聯
し
て
三
際
に
徹
し
て
壷
く
る
こ
と
な
し
。
此
の
相
待
規
定
な
る
も
の
は
相
互
の

闘
係
を
離
れ
て
濁
特
孤
立
の
物
あ
る
こ
と
な
し
。
外
観
す
れ
ば
物
質
的
の
寓
物
が
因
果
に
支
配
さ
れ
た
る
現
象
界
を
見

る
外
な
し
。
然
れ
共
宇
宙
は
一
大
観
念
の
所
現
に
し
て
、
外
面
は
物
質
の
み
な
れ
ど
も
内
面
よ
り
自
制
観
す
れ
ば
観
念
態

な
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
外
よ
り
見
れ
ば
因
果
的
な
る
も
、
内
面
よ
り
云
は
ば
組
劃
観
念
が
心
誕
の
力
に
よ

り
て
護
現
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
す
。
宇
宙
現
象
は
観
念
態
の
現
象
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し

Q

圃
智
本
紹
劃
甑
念

紐
劉
観
念
態
は
本
唯
一
に
し
て
一
切
高
象
を
包
括
し
一
切
の
複
雑
な
る
物
を
開
展
し
剖
ち
主
観
客
観
界
と
顕
現
せ
る

差
別
の
高
象
な
り
。
す
べ
て
の
蔦
物
は
差
別
な
る
も
国
智
に
よ
り
て
統
一
し
、
組
封
観
念
に
は
過
去
も
未
来
も
現
在
も

頴
動
的
観
念
の
内
面
に
存
在
し
て
、
外
視
に
は
常
に
現
在
の
み
な
り
。
内
容
よ
り
護
現
す
る
が
故
に
三
世
を
賞
念
に
牧

む
。
常
然
現
在
の
同
時
態
な
り
。
但
に
同
時
態
の
み
に
非
ず
、
一
意
識
的
感
覚
的
形
式
を
脱
し
て
直
観
的
な
り
。
観
念
が



郎
現
賓
に
し
て
現
賓
が
即
観
念
な
り
。
華
巌
に
念
胡
融
聞
と
云
ふ
。
ま
た
客
観
的
に
も
、
護
現
の
現
象
の
寓
物
に
は
、

十
方
微
塵
の
利
土
と
し
て
距
離
あ
る
も
、
絶
劃
の
自
観
態
に
は
紐
劃
自
己
の
中
に
し
て
、
遠
近
及
び
大
小
の
相
あ
る
こ

と
な
し
。
ま
た
差
別
の
相
あ
る
こ
と
な
し
。

起
信
論
に
、
民
如
自
瞳
相
に
大
智
慧
光
明
の
義
と
は
即
ち
園
智
な
り
。
本
来
組
制
到
翻
概
念
態
な
る
も
妄
心
費
ら
ず
し
て

諸
の
境
界
を
見
る
と
。
国
智
は
恒
沙
功
徳
の
相
を
自
問
す
れ
ど
も
、
市
も
差
別
の
相
な
し
と
云
ふ
は
、
護
現
せ
ら
れ
た
る

寓
物
に
は
高
差
の
相
を
呈
す
る
も
、
能
裂
の
智
態
は
唯
一
一
観
念
態
に
し
て
、
而
も
差
別
の
相
な
し
と
な
り
。
空
間
に
紐

し
時
聞
に
絶
し
て
而
も
空
間
時
聞
に
循
す
る
唯
一
の
観
念
態
な
る
が
故
に
園
智
を
全
一
と
云
ふ
。

一
大
自
臨

吾
人
は
園
智
と
繋
れ
る
こ
と
を
観
ぜ
ん
に
は
、
肉
眼
に
よ
ら
ず
し
て
心
眼
を
以
て
観
ず
る
時
は
、
組
関
唯
一
の
観
念
態

な
る
を
識
ら
ん
。
外
面
を
見
れ
ば
客
観
界
複
雑
な
る
世
界
寓
有
を
有
し
無
量
不
可
読
の
浪
を
な
す
も
、
内
面
不
可
割
に

統
一
せ
ら
る
。
空
間
無
窮
に
因
縁
闘
聯
せ
る
因
陀
羅
網
の
如
き
世
界
高
類
も
、
同
一
観
念
の
客
観
現
象
な
る
が
故
に
、

観
念
に
一
貫
せ
ら
る
。

大国鏡智

信
論
に
一
切
の
法
は
唯
心
、
賞
に
は
念
な
し
、
妄
念
費
ら
ず
し
て
念
を
起
し
て
諸
の
境
界
を
見
る
が
故
に
読
い
て
無81 



明
と
な
す
。
心
性
不
起
、
即
ち
大
智
慧
光
明
の
義
、
本
来
紐
劃
観
念
態
は
唯
一
な
り
し
が
、
局
部
観
念
た
る
妄
念
が
剖
ち

数
多
に
分
類
せ
る
は
大
海
の
波
の
如
く
に
て
、
宇
宙
に
寓
象
無
数
な
れ
ど
も
一
の
観
念
態
の
波
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。

物
象
と
心
象
と
は
同
一
観
念
態
の
雨
面
に
現
は
れ
た
る
な
る
も
、
所
現
の
物
と
心
と
の
多
数
に
拘
は
ら
ず
同
一
の
圃
智

な
り
。
故
に
内
に
非
、
ず
外
に
非
ず
、
中
聞
に
非
ず
、
主
観
と
し
て
現
ず
る
も
客
観
と
し
て
現
ず
る
も
同
一
の
観
念
態
な

り
。
故
に
外
観
の
一
切
は
内
観
の
一
に
統
べ
ら
れ
、
天
則
理
性
の
自
己
の
観
念
を
開
展
す
る
時
は
、
一
大
観
念
と
合
一

82 

す
。
人
は
天
然
一
意
識
に
は
主
我
中
心
に
し
て
、
差
別
の
中
の
一
部
を
以
て
基
礎
と
し
て
自
己
は
特
別
の
自
己
と
し
て
、

世
界
を
賞
睦
と
し
て
依
属
す
べ
き
も
の
と
す
。
然
る
に
人
の
自
観
が
開
肢
し
て
組
制
到
な
る
一
大
観
念
と
合
す
る
時
は
、
十

方
洞
然
と
し
て
碍
り
な
く
、
自
観
と
大
自
観
と
同
一
に
し
て
二
相
な
し
。
能
観
と
所
観
と
不
二
な
り
。
空
間
に
備
し
時
間

に
偏
し
、
首
念
が
三
世
に
交
徹
し
、
十
方
を
壷
し
て
嘗
慮
に
牧
む
。
表
面
の
個
人
格
を
失
は
ず
し
て
組
関
観
念
と
一
致
す
。

曾
て
此
身
が
依
属
し
来
り
し
世
界
は
無
数
位
を
蓋
し
て
一
大
観
念
の
一
局
部
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
無
数
の
世
界
が
却

て
無
限
の
観
念
態
に
依
止
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
自
観
的
位
置
を
轄
じ
て
我
の
方
面
に
坐
せ
ず
し
て
、
一
大
観
念
態
が
即

ち
自
己
の
根
底
と
し
て
観
ず
る
時
は
、
無
数
の
世
界
は
悉
く
自
観
の
中
の
微
塵
の
如
き
劃
あ
り
。
全
く
此
観
念
態
に
安

立
す
る
時
は
、
相
待
規
定
を
離
れ
て
、
生
滅
襲
易
な
く
、
紹
封
根
底
を
得
た
り
。
大
安
心
の
地
を
瞳
達
す
と
一
五
ふ
ベ
し
。

明
厳
に
一
切
衆
生
無
始
よ
り
巳
来
己
に
迷
っ
て
物
と
な
す
。
本
心
を
失
て
物
の
矯
め
に
轄
ぜ
ら
る
故
に
此
の
中
に
於



て
大
を
甑
小
を
観
る
。
若
し
能
く
物
を
轄
ず
れ
ば
即
ち
如
来
に
同
じ
。
身
心
国
明
に
し
て
道
場
を
動
か
ず
、

於
て
循
く
能
く
十
方
の
園
土
を
含
受
す
と
。

一
毛
端
に

震
は
、
物
と
心
、
即
ち
世
界
も
心
も
、
是
れ
自
観
力
の
所
現
。
壷
天
壷
地
は
是
れ
自
己
と
。
自
観
之
に
迷
う
て
外
の

物
と
な
す
。
自
己
の
観
念
外
の
物
な
る
や
、
外
物
の
矯
め
に
輔
ぜ
ら
れ
大
と
か
ま
た
小
と
か
を
分
別
す
。
大
も
自
観
小

も
自
観
内
に
し
て
、
自
観
は
副
大
自
甑
と
合
一
に
し
て
、
本
よ
り
紐
劃
な
れ
ば
、
更
に
大
と
な
す
べ
き
な
し
。
ま
た
小

相
と
な
る
べ
き
な
し
。
大
白
観
を
睦
達
し
て
見
よ
。
一
切
の
物
は
自
離
の
所
現
な
る
に
非
ず
や
。
物
を
轄
ず
れ
ば
如
来

に
同
じ
と
は
、
自
親
と
大
白
観
と
は
分
つ
事
能
は
ざ
る
な
り
。

自
観
態
は
本
来
分
別
あ
る
こ
と
な
く
、
方
偶
有
る
こ
と
な
く
、
割
裂
す
べ
か
ら
ず
、
分
配
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
一
毛

端
を
事
ぐ
れ
ば
(
)
一
毛
を
大
観
念
と
分
配
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。
吾
人
が
脳
灰
白
質
に
三
千
世
界
を
牧

む
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
園
智
に
繋
る
が
故
な
り
。

拐
巌
に
阿
難
等
が
如
来
の
微
妙
の
開
示
を
蒙
り
身
心
蕩
然
と
し
て
塁
碍
な
き
こ
と
を
得
た
り
。
是
の
語
大
衆
各
自
ら

心
が
十
方
に
偏
ず
る
こ
と
を
知
り
て
、
十
方
の
空
を
見
る
こ
と
手
中
所
持
の
物
を
見
る
が
如
し
。
一
切
世
間
諸
の
所
有

物
は
皆
即
ち
大
自
親
中
に
し
て
、
備
固
に
し
て
十
方
を
合
裏
す
。
反
て
父
母
所
生
の
身
を
観
す
れ
ば
、
猶
ほ
彼
の
十
方

虚
空
の
中
に
一
微
塵
を
吹
く
が
如
く
、
存
す
る
が
如
く
亡
ず
る
が
如
く
、
湛
然
た
る
E
海
に
流
る
る
一
浮
一
植
の
現
滅
従

大圃鏡智~3 



ふ
こ
と
な
き
が
如
し
。
了
然
と
し
て
自
ら
知
る
、
本
妙
心
の
常
住
不
滅
な
る
こ
と
を
。

客
観
の
物
象
と
見
し
も
の
も
主
観
も
同
一
の
観
念
が
二
面
に
賓
現
し
た
る
も
の
と
な
す
。

曾
て
依
属
し
来
り
し
世
界
は
招
待
生
滅
に
し
て
、
世
界
に
依
止
し
た
る
自
己
意
識
は
今
は
一
大
観
念
の
中
の
世
界
に

し
て
世
界
却
っ
て
観
念
界
の
一
員
た
る
の
観
あ
り
。
自
己
の
自
観
的
位
置
を
輔
じ
て
、
個
人
の
方
面
に
坐
せ
ず
し
て
、
一

84 

大
観
念
態
を
自
己
の
根
擦
と
し
て
観
念
す
る
時
は
、
天
瞳
無
数
の
世
界
は
悉
く
自
観
の
中
の
微
塵
の
如
き
の
観
あ
り
。

一
切
個
々
天
然
相
待
の
生
滅
規
定
の
根
底
を
解
脱
し
て
、
紐
劃
的
根
底
に
依
属
す
べ
き
理
を
自
観
せ
し
む
る
観
な
り
。

自
観
は
一
大
白
観
と
合
一
す
る
が
故
に
之
を
分
割
す
べ
か
ら
ず
。
五
日
人
の
観
念
は
区
劃
す
る
こ
と
能
は
ず
。

一
切
邸
一
切
観
:
:
:
事
々
無
碍
法
界
阻

客
観
界
の
物
象
と
主
観
界
の
心
象
は
一
切
無
量
の
敷
、
無
量
に
し
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
与
る
高
象
は
本
と
同
一
一
観

念
の
異
現
象
な
れ
ば
、
内
面
に
不
可
割
の
統
一
的
原
流
に
繋
れ
る
が
故
に
二
を
事
ぐ
れ
ば
二
切
を
牧
む
る
一
大
観
念

に
依
て
統
一
せ
ら
る
。
事
一
全
牧
、
一
を
事
ぐ
れ
ば
一
切
の
世
を
揖
す
。
横
に
空
間
に
は
因
縁
規
定
し
て
因
陀
羅
網
の

如
く
、
竪
に
時
間
に
偏
し
て
次
第
相
績
し
て
鎖
の
如
く
に
繋
れ
る
も
の
、
一
と
し
て
紹
劃
心
霊
に
統
踊
せ
ら
れ
ざ
る
も

の
な
し
。



一
念
に
無
量
却
を
牧
め
、
一
微
塵
に
一
切
世
界
を
属
す
と
は
、
是
れ
空
想
に
非
ず
、
絶
封
観
念
態
即
ち
紳
智
の
理
性

と
し
て
、
是
れ
拒
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
自
観
せ
よ
。
自
己
の
観
念
は
東
方
に
向
て
思
想
に
思
想
を
積
ね
て
毅
多

の
時
聞
を
費
す
も
、
所
観
の
観
念
界
も
壷
る
に
非
ず
。
能
観
の
観
も
壷
す
べ
か
ら
ず
。
五
日
人
は
観
念
的
寓
象
の
範
園
を

碍
ぐ
る
こ
と
能
は
ず
。
絶
封
無
限
の
観
に
し
て
匡
劃
を
限
る
こ
と
能
は
ず
。
是
の
紹
封
観
念
の
一
員
た
る
資
格
は
何
人

も
之
を
制
止
す
る
こ
と
能
は
ず
。

吾
人
の
脳
髄
分
子
に
互
る
観
念
態
と
、
一
切
の
世
界
微
塵
に
流
る
L

所
の
一
切
の
高
物
と
は
不
可
割
の
関
係
を
な

す
。
五
日
人
は
微
塵
の
世
界
及
び
高
象
を
一
意
識
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
、
観
念
内
に
橋
す
る
こ
と
は
可
能
な
り
。

一
切
寓
有
に
は
理
性
に
統
ら
る
も
ふ
故
に
、
事
々
無
碍
論
起
る
。
吾
人
の
観
念
は
一
大
観
念
に
繋
れ
る
が
故
に
、
微
な

る
脳
髄
分
子
に
、
十
方
微
塵
の
利
土
を
観
念
す
。
吾
人
の
眼
瞳
に
空
間
無
数
の
星
宿
を
感
費
す
。
人
の
如
き
意
識
を
有

す
る
物
に
の
み
限
ら
ん
や
。
眼
鏡
に
ま
た
映
現
す
。
物
象
と
物
象
と
相
映
し
、
心
と
心
と
相
映
し
、
物
心
相
現
す
。
之

れ
物
理
心
理
の
能
く
知
る
所
な
り
。
か
L

る
妙
用
を
な
さ
し
む
る
も
の
は
是
れ
固
智
な
り
。

華
巌
鰹
に
、
華
醸
世
界
所
有
の
塵
、
一
々
塵
中
悌
皆
入
。
又
日
く
一
毛
端
中
無
量
利
、
各
有
四
州
四
大
海
、
妙
高
鍋

園
亦
復
然
、
悉
現
其
中
無
迫
障
と
。

一
切
寓
物
相
互
に
交
渉
す
。
人
は
常
に
之
を
経
験
す
る
も
是
れ
何
な
る
理
性
に
依大圏鏡智

て
此
の
妙
用
を
結
ば
し
む
る
や
を
考
へ
ず
。
車
に
物
質
自
然
律
な
り
と
。
賓
に
宇
宙
開
に
清
浄
本
然
と
し
て
周
遍
せ
る85 



霊
妙
不
思
議
の
理
な
し
と
思
は
る
ベ
け
ん
や
。
之
れ
程
封
観
念
即
ち
大
国
鏡
智
の
表
現
す
る
所
な
り
。

有
る
人
の
分
子
論
は
一
々
分
子
に
一
切
の
分
子
を
包
含
す
る
理
を
究
む
る
も
、
一
切
即
一
の
理
主
言
は
ず
。
本
質
と

表
相
と
を
明
か
に
せ
ず
。
本
質
が
直
に
一
切
に
一
切
を
構
す
と
は
理
あ
る
の
み
。
心
性
に
智
態
寓
象
態
の
一
切
に
一
切

を
顕
す
と
言
ふ
は
、
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

(16 

園
智
即
ち
観
念
態
を
四
種
の
観
門
に
依
て
説
明
せ
り
。

第
一
は
園
智
は
紐
封
観
念
態
に
し
て
一
切
の
主
観
客
観
即
ち
物
心
二
象
の
統
一
的
観
念
態
な
る
を
明
か
し
、
第
二
は

所
現
の
象
相
は
、
物
心
二
象
無
量
差
別
の
呈
相
を
な
し
て
、
相
互
に
相
待
的
に
規
定
せ
ら
れ
て
相
ひ
潟
象
す
べ
き
天
則

な
る
を
明
し
、
第
三
観
に
物
心
二
象
は
本
同
一
一
観
念
が
無
量
の
個
象
な
る
も
内
面
不
可
割
に
統
一
せ
ら
る
与
が
故
に
各

自
は
根
底
の
自
:
:
:
ハ
断
絶
〉

く 5)

大
国
鏡
智

宇
宙
精
神
の
象
相
は
絶
劃
観
念
な
り
と
す
。

宇
宙
現
象
は
吾
人
の
潟
象
な
り
。
然
れ
ど
も
客
観
界
に
は
吾
人
の
主
観
観
念
に
劃
し
て
、
遁
境
的
世
界
は
賓
在
に
し



て
内
容
は
能
観
と
所
観
と
相
臆
せ
る
本
質
な
り
と
す
べ
し
。

所
観
の
世
界
賓
在
に
質
碍
の
堅
固
糠
熱
動
等
の
貫
在
な
る
は
賞
は
力
の
投
合
に
よ
る
。
鰯
れ
て
固
慢
と
感
ず
る
外
界

は
因
果
的
運
動
が
規
律
的
に
活
動
す
。
之
を
物
質
と
感
ず
る
は
一
意
志
の
勢
能
な
り
。

客
観
の
表
象
な
る
も
の
は
客
観
観
念
に
し
て
、
質
碍
と
感
ず
る
も
の
は
意
志
の
力
に
よ
る
。
絶
劃
観
念
が
力
に
よ
り

て
貫
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
を
客
観
界
と
感
じ
、
位
面
を
主
観
と
す
。
其
貫
は
根
底
は
同
一
一
観
念
の
雨
現
象
と
す
。

然
る
を
素
朴
な
る
寅
在
論
者
の
如
く
、
世
界
は
組
関
的
に
物
質
賓
在
に
し
て
、
自
己
の
主
観
と
は
全
く
本
質
異
る
も

の
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
吾
人
の
観
念
的
寓
象
を
可
能
と
せ
ん
。
全
く
本
質
は
同
一
の
観
念
な
れ
ど
も
世
界
の
方
面
、

一
挙
志
力
が
論
理
的
に
規
律
に
随
っ
て
賞
現
し
た
る
客
観
観
念
な
る
が
放
に
、
同
一
の
観
念
態
を
南
面
に
現
じ
た
る
な

り
。
し
か
れ
ば
同
一
の
観
念
を
主
観
客
観
の
雨
面
現
な
れ
ば
と
て
、
観
念
論
者
の
主
張
す
る
如
く
、
客
観
は
観
念
な
り

と
断
ず
べ
か
ら
ず
、
客
観
な
る
も
の
は
不
断
に
秩
序
的
に
一
意
志
力
に
よ
り
て
運
動
し
襲
化
し
因
果
律
に
現
ず
。
そ
れ
を

所
観
の
観
念
質
を
主
観
に
着
色
し
て
願
象
す
。
客
観
世
界
は
論
理
的
に
一
意
志
力
に
一
通
出
さ
る

L

潟
象
の
寅
質
と
し
、
す

べ
て
の
個
膿
は
其
一
員
な
り
。

カ
シ
ト
が
客
観
は
主
観
〈

)
吾
人
認
識
の
境
に
し
て
、
責
在
は
超
紹
界
な
る
を
以
て
吾
人
の
認
識
は
賓
在
の
員
相

大国鏡智

を
知
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
自
己
の
主
観
の
現
象
を
知
る
の
み
と
。
唯
識
の
見
分
相
分
共
に
同
一
の
ア
ラ
ヤ
識
な
り
と
の
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唯
心
読
と
共
に
、
人
の
精
神
と
宇
宙
賞
在
即
ち
如
来
の
一
大
精
神
と
は
超
絶
な
り
と
す
。

今
は
然
ら
ず
。
絶
劃
観
念
即
ち
如
来
の
鏡
智
を
根
底
と
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
吾
人
の
主
客
雨
観
と
成
る
べ
き
原
理
あ

る
こ
と
な
し
。

88 

組
関
観
念
が
一
意
志
に
賓
現
さ
れ
た
る
特
殊
的
な
る
も
の
は
個
々
に
し
て
、
宇
宙
寓
象
は
紐
劃
一
意
志
の
統
一
的
組
睦
に

し
て
、
全
一
の
紐
封
観
念
の
主
置
に
し
て
、
永
恒
本
然
な
る
は
如
来
の
大
国
鏡
智
な
り
。

大
と
は
宇
宙
に
全
一
、
園
は
紐
割
、
鏡
と
は
磐
轍
、
宇
宙
一
切
森
然
た
る
寓
象
は
一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
的

の
方
面
を
吾
人
が
認
識
す
る
慮
の
宇
宙
と
す
。
是
一
大
観
念
態
に
顧
現
し
た
る
影
像
の
み
。
是
華
巌
法
界
観
、
禽
色
鯖

空
観
に
相
嘗
す
。

色
心
不
ニ
盟
、
主
掴
観
客
甑
本
同
一
本
質

主
離
の
心
象
と
客
観
の
物
質
と
は
、
現
象
に
於
て
は
物
質
と
心
象
と
全
く
異
る
如
き
観
あ
れ
ど
も
、
其
根
底
に
於
て

は
一
致
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
致
一
論
者
の
読
の
如
く
、
物
心
二
界
は
同
一
本
陸
を
内
外
二
面
よ
り
見
た
る
も
の
と
言

ふ
こ
と
を
得
ベ
し
。
自
身
が
外
面
よ
り
観
ず
れ
ば
全
種
物
質
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
内
観
す
る
時
は
全
瞳
一
の
観
念
睦
の

み
。
自
己
の
貨
験
は
之
を
一
切
の
人
類
に
推
論
す
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
自
己
外
面
は
物
質
に
し
て
内
面
は
精
神
な
る
こ



と
、
之
を
一
一
暦
蹟
げ
て
す
べ
て
の
植
物
に
及
ぼ
し
乃
至
無
機
物
に
通
じ
て
推
論
し
、
地
球
及
太
陽
系
に
い
た
り
、
外
観

は
物
腫
な
る
も
内
観
は
不
識
精
紳
闘
観
念
態
な
る
こ
と
を
推
す
ベ
し
。

致
一
哲
挙
。
内
界
外
界
致
一
、
現
象
に
は
異
る
も
根
底
に
は
致
一
し
、
形
而
上
皐
は
現
存
と
意
識
の
本
質
問
一
を
論

ず
。
二
面
を
包
括
せ
る
宇
宙
一
睡
の
一
大
観
念
態
に
達
す
ベ
し
。
致
一
の
理
は
宇
宙
全
韓
に
遁
じ
て
一
大
観
念
を
客
観

主
観
の
雨
面
よ
り
観
じ
た
る
に
外
な
ら
ず
。
主
観
客
観
は
論
理
に
よ
り
て
裁
剣
せ
ら
れ
し
も
根
本
的
一
致
な
り
。
現
存

の
内
容
は
観
念
的
に
し
て
、
賓
現
の
方
面
は
意
志
の
活
動
な
り
。
外
界
に
は
因
果
的
に
現
ず
る
は
、
内
面
の
動
機
と
し

て
理
性
の
秩
序
と
し
て
。

二
者
同
一
一
観
念
態
を
南
面
よ
り
観
ず
る
が
故
に
本
質
不
二
な
り
と
云
ふ
も
、
現
象
の
異
る
こ
と
は
忘
る
べ
か
ら
ず
。

宇
甫
は
内
観
は
一
大
観
念
態
な
り
。
宇
宙
一
大
観
念
が
、
内
容
の
理
性
に
よ
り
て
、
一
意
志
に
よ
り
て
護
動
ず
れ
ば
秩

序
と
な
り
、
因
果
律
に
関
係
を
以
て
高
有
を
顕
現
す
。

一
切
の
個
睦
は
こ
の
根
底
を
自
己
の
精
紳
と
せ
ざ
る
な
し
。
自
ら
観
ぜ
よ
、
自
観
と
一
大
観
念
と
は
連
絡
し
て
全
く

一
切
の
個
々
は
悉
く
如
来
大
国
鏡
智
の
一
員
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

宇
宙
と
一
睡
な
り
。

大圏鏡智

物
心
無
碍
観
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物
質
な
る
客
観
界
の
質
碍
な
る
と
心
質
な
る
主
観
界
と
は
互
に
相
背
馳
し
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
と
云
ふ
べ
か
ら

ず
。
此
二
界
の
本
質
は
本
同
一
に
し
て
意
志
力
賓
現
の
質
碍
な
る
と
唯
観
念
の
本
質
な
る
と
に
し
て
、
同
一
の
観
念
態

な
る
も
の
と
云
ふ
こ
と
を
う
ベ
し
。
も
し
二
質
が
全
然
相
異
る
本
質
な
り
と
せ
ば
、
物
的
責
在
に
あ
り
な
が
ら
無
碍
な

90 

る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

然
る
に
吾
人
は
白
か
ら
冥
想
観
念
す
る
時
は
、
農
延
質
碍
の
存
在
物
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
一
切
寓
物
を
貫
徹
し
て
世

界
一
韓
観
念
に
達
す
る
に
非
ず
や
。
不
識
的
観
念
は
地
球
及
び
一
切
寓
物
を
通
じ
て
紐
割
に
し
て
い
か
な
る
も
の
も
障

碍
す
る
こ
と
な
き
宇
宙
は
一
睡
無
碍
親
な
ら
ず
や
。

絶
劉
無
碍
の
一
大
観
念
界
に
は
一
切
の
相
待
規
定
を
紹
し
、
森
然
た
る
寓
象
、
擾
々
た
る
高
物
は
大
国
鏡
面
に
影
現

せ
る
影
像
の
み
。
一
面
に
影
像
現
ず
る
に
も
拘
ら
ず
、
観
念
の
本
質
は
無
碍
な
り
。

力
に
よ
り
て
現
は
れ
た
る
因
果
的
物
材
と
意
識
的
心
象
と
は
相
待
に
約
束
せ
ら
れ
て
墨
碍
な
る
も
観
念
的
本
質
は
一

切
を
遁
じ
て
無
碍
な
り
。
時
関
空
間
と
物
睦
と
を
貫
通
し
て
虚
徹
霊
明
一
睡
無
碍
な
り
。
故
に
物
心
無
碍
観
と
云
ふ
。

超
絶
無
寄

物
心
無
碍
観
は
宇
宙
主
観
客
観
爾
界
は
本
同
一
本
質
に
し
て
、
意
力
に
現
じ
た
る
物
腫
を
通
じ
て
同
一
観
念
態
な
れ



ば
、
吾
人
の
親
念
は
一
切
を
貫
通
し
て
無
碍
の
観
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
読
く
。

向
進
ん
で
超
絶
無
寄
観
と
は
、
吾
人
は
元
相
待
的
規
定
せ
ら
れ
た
る
生
理
機
能
の
た
め
に
主
観
客
観
南
面
に
見
る

も
、
宇
宙
本
然
自
性
の
本
質
の
相
は
主
観
客
観
も
な
く
、
本
来
絶
封
無
碍
の
一
大
観
念
態
な
り
。
吾
人
は
最
深
の
観
念

に
入
て
宇
宙
の
本
質
と
一
致
す
る
と
き
は
、
超
紐
無
寄
、
紐
劉
観
念
、
非
内
、
非
外
、
非
中
間
、
一
切
相
待
を
超
越
し

言
語
道
断
心
行
所
滅
、
若
し
強
い
て
表
明
せ
ば
絶
封
観
念
態
の
み
と
云
ふ
ベ
し
。

吾
人
は
こ
こ
に
於
て
如
来
の
絶
劃
観
念
を
本
質
と
一
致
し
た
る
も
の
と
信
ず
。
如
来
の
本
質
内
容
に
は
い
か
に
無
量

の
性
徳
を
含
醸
せ
り
ゃ
は
吾
人
の
痛
に
遁
境
的
な
る
も
、
超
紹
無
寄
観
は
吾
人
は
少
く
も
如
来
の
一
大
観
念
が
吾
人
の

心
窓
聞
く
か
ぎ
り
に
於
て
一
致
し
た
る
も
の
と
信
ず
。

宇
宙
賓
在
の
本
質
の
相
象
は
一
大
観
念
態
に
し
て
、
宇
宙
現
象
の
主
観
客
観
は
全
一
の
力
に
よ
り
て
の
寅
現
に
し

て
、
吾
人
は
其
時
に
賓
現
す
る
観
念
の
特
殊
的
責
在
に
し
て
、
宇
宙
現
象
界
は
其
時
に
顕
現
せ
る
絶
劃
一
意
一
志
の
統
一
的

縮
瞳
な
り
。
全
観
念
の
本
障
と
し
て
永
恒
本
然
な
る
は
如
来
大
国
鏡
智
な
り
。

如
来
の
鏡
智
と
い
ふ
も
紐
封
観
念
と
い
ふ
も
、
同
じ
く
如
来
心
霊
態
の
相
の
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
な
り
。

大国鏡智

銃
智
と
契
合
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天
然
素
朴
の
人
は
一
大
観
念
の
大
空
の
中
に
立
っ
て
、
生
理
機
能
の
脳
及
紳
経
を
籍
り
て
主
観
及
客
親
と
し
て
認
識

す
。
若
し
冥
想
観
念
の
極
に
洞
然
と
し
て
本
然
の
一
大
蔵
念
態
と
一
致
す
る
時
は
、
宇
宙
一
睡
観
に
し
て
本
然
大
園
鏡

智
と
相
醸
す
。
非
内
、
非
外
、
非
中
間
、
一
切
相
待
の
約
束
を
超
絶
し
て
紹
封
同
時
態
な
り
。

拐
最
経
に
阿
難
陀
が
教
主
俳
陀
の
痛
に
自
己
の
伏
臓
を
開
示
せ
ら
れ
し
と
き
、
議
十
方
の
虚
空
よ
り
無
遣
の
利
土
よ

り
乃
至
山
河
大
地
微
塵
に
至
る
ま
で
悉
く
自
己
の
観
念
内
な
る
こ
と
を
甑
ず
。

十
方
の
虚
空
汝
が
心
内
に
生
ず
る
こ
と
、
片
雲
空
に
貼
ず
る
が
如
し
。
況
や
世
界
の
空
に
在
る
を
や
。
量
能
我
本
然

員
心
を
離
れ
ん
や
。
又
一
お
く
、
空
の
大
魔
中
に
生
ず
る
こ
と
海
の
一
一
組
裂
す
る
が
如
し
。
有
漏
徹
底
園
土
皆
空
に
依
つ

92 

て
所
生
。

是
肉
圏
に
非
ず
縁
(
影
)
に
非
ず
、
竪
に
初
後
な
く
横
に
連
涯
を
紐
す
。

十
方
虚
空
微
塵
園
土
元
我
一
心
中
所
現
物
、
我
昏
迷
倒
惑
す
と
離
ど
も
荷
も
一
念
心
を
回
ら
せ
ば
本
然
の
一
大
観
念

に
相
臆
す
。

宇
宙
心
霊
本
来
一
大
観
念
に
し
て
吾
人
の
観
念
の
窓
聞
く
慮
に
於
て
全
然
一
致
す
。
斯
の
如
き
の
一
大
員
心
は
ア
ラ

ヤ
に
あ
ら
ず
、
自
己
に
在
ら
ず
、
本
然
の
観
念
に
自
己
契
合
し
た
る
も
の
と
す
。



鏡
智
の
相

現
象
世
界
寓
象
は
絶
叫
到
一
意
志
に
よ
り
て
頴
現
ぜ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
。
観
念
は
本
一
に
し
て
主
客
雨
離
を
包
括
す
。

内
容
の
無
量
の
性
徳
よ
り
因
果
律
的
に
一
切
を
開
展
す
。
宇
宙
全
一
の
観
念
に
内
性
よ
り
一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
局

部
は
即
ち
有
機
世
界
の
個
躍
な
り
。
大
圏
鏡
は
永
恒
に
全
一
に
し
て
而
て
同
時
に
多
数
を
開
展
す
。
一
面
に
は
時
聞
に

過
去
未
来
と
し
空
間
に
微
塵
の
利
土
及
一
切
の
心
象
と
現
ず
る
も
、
本
然
の
鏡
智
の
方
よ
り
見
れ
ば
組
関
同
時
態
過
去

未
来
の
差
別
な
し
。

鏡
智
と
云
ふ
も
個
人
的
の
心
に
相
待
的
に
寓
象
す
る
に
非
ず
。
紹
封
の
観
念
に
自
護
的
に
貫
現
せ
る
が
影
像
な
り
。

園
智
は
局
部
を
有
せ
ず
。
紐
封
観
念
は
自
己
の
一
意
志
内
容
自
護
的
の
中
に
一
物
な
く
、
固
智
の
影
像
は
自
護
的
寅
現
な

り
園
知
百
は
紹
刑
判
同
時
の
み
な
ら
ず
、
感
莞
形
式
を
超
え
て
直
観
観
念
態
は
象
相
に
し
て
、
全
世
の
内
性
は
千
等
性
智
に

し
て
、
即
ち
理
性
の
故
に
、
論
理
的
規
律
に
秩
序
的
に
襲
作
す
。
故
に
国
智
の
内
容
は
理
性
的
な
り
。

大国鏡智

同
一
の
一
大
心
霊
態
の
本
質
を
観
念
態
と
し
て
即
ち
園
智
と
名
づ
け
、
内
性
を
理
性
と
し
即
ち
性
智
と
す
。
同
一
の

心
霊
を
相
と
性
と
の
こ
面
よ
り
見
た
る
も
の
な
り
。
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恕
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鏡
智
と
は
認
識
の
根
底
な
り
。
謂
く
吾
人
が
現
に
認
識
す
る
認
識
の
本
質
と
認
識
の
主
観
と
の
本
睦
を
求
む
る
に
あ

り
。
認
識
の
研
究
に
は
古
来
賓
在
的
経
験
論
、
寅
在
的
唯
理
論
、
観
念
的
経
験
論
、
観
念
的
唯
理
論
等
あ
り
。

今
暫
く
賓
在
論
と
観
念
論
と
の
読
を
明
さ
ば
、
賞
在
論
に
よ
れ
ば
、
現
在
目
撃
す
る
慮
の
認
識
は
貧
在
の
正
確
な
る

模
寓
な
り
。
吾
人
の
寓
象
は
客
観
事
物
の
本
質
員
相
を
賓
に
完
全
に
示
す
も
の
な
り
と
。
次
に
観
念
論
者
は
日
く
、
潟

象
と
事
物
と
卸
ち
思
想
と
賓
在
と
は
全
然
相
容
れ
ざ
る
異
れ
る
も
の
な
り
。
日
く
吾
人
の
認
識
は
客
観
の
事
物
を
有
り

の
ま
与
に
寓
象
す
。
外
界
に
は
吾
人
の
主
離
を
離
れ
て
、
運
動
の
物
睦
に
質
碍
の
性
た
る
色
聾
等
の
諸
の
性
質
を
備
へ

た
る
も
の
あ
り
て
、
吾
人
の
感
質
は
之
が
賓
相
を
寓
象
す
、
こ
こ
に
於
て
認
識
す
。

賞
在
論
に
は
難
貼
伴
へ
り
。
賓
在
を
離
れ
て
認
識
の
本
質
な
し
と
せ
ば
、
夢
幻
錯
受
及
び
熱
病
者
の
所
見
の
如
き
は

物
質
賓
在
な
き
に
感
魔
あ
る
は
不
審
し
。

次
に
概
念
思
考
に
よ
り
て
認
識
す
る
敷
拳
の
理
の
如
き
感
莞
に
よ
ら
ず
思
考
に
よ
り
て
認
識
す
。

又
生
理
皐
に
よ
る
も
、
例
へ
ば
皮
膚
を
刺
し
て
痛
を
感
ず
る
は
賞
在
論
に
よ
れ
ば
其
痛
感
は
鋪
に
あ
り
と
云
ふ
ベ

し
。
然
れ
ど
も
其
賓
痛
を
感
ず
る
は
鉱
に
あ
ら
ず
し
て
人
の
皮
膚
に
あ
り
。
其
他
色
あ
り
聾
あ
り
と
雌
も
人
の
眼
耳
な



〈
ん
ば
之
を
感
費
す
る
こ
と
能
は
ず
、
物
質
の
刺
激
は
機
能
を
刺
激
す
る
力
の
性
質
に
し
て
、
感
費
し
知
費
す
る
は
人

の
主
親
に
あ
り
。

之
に
由
っ
て
観
れ
ば
素
朴
の
賓
在
論
は
破
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
日
く
物
韓
は
康
延
質
碍
の
性
を
有
す
、
感
血
冗
を

惹
起
す
べ
き
力
を
具
ふ
る
も
、
全
く
可
感
的
性
質
は
賓
在
の
表
明
の
み
と
。

次
に
進
み
て
第
一
性
と
第
二
性
と
の
匝
別
を
な
し
、
第
一
は
主
観
を
離
れ
た
る
物
艦
、
贋
延
碍
鼠
可
割
運
動
の
四
性

な
る
も
の
、
第
二
性
と
は
唯
人
の
感
費
に
存
在
せ
る
色
聾
香
味
等
。
す
べ
て
物
睦
は
吾
人
の
一
意
識
を
離
れ
て
存
在
し
、

感
費
は
物
瞳
の
運
動
に
よ
り
て
惹
起
す
る
も
の
と
す
。
次
に
進
み
て
は
第
一
性
質
と
難
も
第
二
性
質
と
同
じ
く
知
魔
を

本
と
す
。
主
観
の
感
性
な
か
り
せ
ば
麿
延
も
固
睡
も
認
識
す
る
こ
と
能
は
ず
。

第
一
質
知
魔
に
於
て
受
動
的
に
あ
ら
ず
。
自
己
の
活
動
に
よ
り
て
感
受
す
。
物
質
の
縁
に
よ
り
て
内
部
に
於
て
自
己

が
知
費
を
惹
起
す
。
す
べ
て
蹟
延
等
の
性
質
は
色
と
同
じ
く
主
観
に
よ
り
て
認
識
す
と
。

紐
封
的
観
念
論
に
よ
ら
ば
、
吾
人
が
認
識
は
自
然
界
に
存
す
。
時
関
空
間
因
果
性
等
は
決
し
て
過
境
的
貧
在
其
物
に

属
す
る
に
あ
ら
ず
。
主
観
の
産
物
な
り
。
自
己
の
精
紳
的
形
式
が
客
観
化
し
て
之
を
見
る
の
み
。
ま
た
時
関
空
間
上
の

性
質
を
規
定
す
る
数
理
事
の
諸
法
則
の
如
き
、
相
待
必
然
の
闘
係
の
如
き
、
普
遍
的
法
則
の
如
き
、
客
観
其
物
に
存
す

る
者
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
主
観
の
産
物
な
る
思
考
の
形
式
な
り
。
吾
人
が
認
識
の
自
然
界
た
ら
し
む
る
も
の
は
主
観
に
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あ
り
。
自
己
の
精
紳
を
客
観
と
し
て
認
識
す
る
の
み
。
吾
人
の
悟
性
に
も
感
性
に
も
寅
在
の
本
睦
を
ば
決
し
て
認
む
べ

き
も
の
に
非
ず
。
是
を
組
封
的
観
念
論
と
す
。
内
界
外
界
に
吾
人
が
認
識
す
る
寓
象
は
皆
現
象
に
し
て
、
賓
在
の
貧
相

に
は
あ
ら
ず
。
員
相
は
過
境
的
な
り
と
。

併
教
の
唯
識
論
の
立
脚
地
は
紐
劃
観
念
論
と
同
じ
く
、
主
観
の
内
界
と
客
観
の
高
象
と
は
、
同
一
の
心
識
を
、
見
分

相
分
と
し
て
、
爾
面
に
現
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
別
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
人
の
主
観
客
観
の
本
質
は
、
員
如

の
賓
障
と
は
全
然
超
然
的
に
し
て
、
主
観
と
客
観
と
共
に
員
如
と
一
致
す
べ
き
も
の
に
非
ず
と
し
て
、
賓
睦
の
本
質
と

現
象
の
高
物
と
は
超
絶
的
な
り
と
す
。
之
を
超
然
的
観
念
論
と
す
。
こ
れ
ら
の
読
に
よ
れ
ば
吾
人
の
認
識
及
び
主
観
客

観
の
根
底
を
す
べ
て
個
人
に
掃
す
る
の
み
。
こ
は
員
理
の
終
局
に
あ
ら
ず
。
階
級
に
属
す
0

・
次
に
吾
人
の
認
識
も
ま
た

吾
人
の
観
念
な
り
。
本
質
根
底
を
求
む
る
に
、
園
浦
な
る
大
乗
教
に
よ
り
、
ま
た
唯
心
論
者
の
と
同
じ
く
、
賓
睦
と
現

象
と
は
本
同
一
本
質
に
し
て
、
賓
瞳
を
離
れ
た
る
現
象
な
く
、
現
象
即
賓
在
論
な
り
、
汎
心
論
な
り
。
超
然
論
者
の
所

執
は
紹
封
紳
論
郎
、
汎
心
論
と
撞
着
す
。
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吾
人
は
認
識
の
根
底
を
紐
劃
観
念
即
ち
如
来
の
大
国
鏡
智
に
求
む
。
若
し
は
主
観
若
し
は
客
観
、
す
べ
て
の
現
象
の

根
底
は
即
賓
髄
な
り
。

例
へ
ば
精
神
の
本
陸
と
活
動
、
即
ち
知
力
感
情
意
志
等
を
統
一
す
る
本
韓
即
ち
精
紳
な
り
。
す
べ
て
の
活
動
の
睡
を



除
き
去
ら
ば
遺
る
慮
何
物
ぞ
。
ま
た
人
の
四
肢
五
臓
六
肺
一
々
取
り
去
る
時
は
何
物
か
是
身
臆
な
る
。
吾
人
の
心
情
一
意

志
と
し
て
活
動
す
る
も
の
印
ち
精
神
の
本
陸
な
り
。

吾
人
の
認
識
は
一
大
心
震
の
一
大
観
念
を
離
れ
て
吾
人
の
観
念
な
る
も
の
存
在
す
べ
き
こ
と
な
し
。
故
に
吾
人
の
観

念
は
一
大
甑
念
と
一
致
す
る
も
の
と
す
。

吾
人
の
醐
観
念
は
一
大
観
念
を
根
底
と
す
。

吾
人
の
認
識
の
本
質
と
自
己
の
認
識
と
の
根
底
は
宇
宙
賞
睡
の
象
相
た
る
一
大
観
念
な
り
と
す
。
賓
睦
は
自
己
の
根

底
な
る
が
故
に
、
自
己
の
精
神
と
同
一
本
質
な
れ
ば
、
賓
相
を
直
劃
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
信
ず
。
吾
人
は
賓
相
を

知
る
と
い
ふ
も
生
理
の
器
械
の
震
に
障
ぎ
ら
れ
て
完
全
に
は
認
め
得
ざ
る
も
、
本
質
に
於
て
は
致
一
す
べ
き
も
の
と
信

ず
。
一
大
観
念
と
一
致
す
と
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
一
大
観
念
が
吾
人
の
心
窓
に
額
現
し
た
る
大
観
念
の
光
明
の
射
映
な
る

も
の
と
信
ず
。

吾
人
の
観
念
な
る
も
の
は
例
へ
ば
日
中
に
太
陽
の
光
線
の
入
る
一
室
の
窓
を
聞
き
た
る
が
如
し
、
観
念
の
本
質
は
中

に
非
ず
、
外
に
非
ず
、
中
間
に
あ
ら
ず
、
紹
劃
観
念
の
映
じ
た
る
も
の
を
吾
人
の
観
念
と
す
。
主
観
と
客
観
と
は
本
紐

封
観
念
、
一
意
志
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
一
一
回
を
客
観
と
現
じ
、
他
を
主
甑
と
現
ず
。
而
し
て
吾
人
は
機
制
的
の
眼
官
を
以

て
一
面
を
客
観
と
名
づ
け
間
接
に
ま
た
直
観
的
に
一
面
を
主
観
と
名
づ
く
。
同
一
本
質
に
し
て
紹
封
な
る
は
大
国
鏡
智
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な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
吾
人
が
認
識
の
根
底
と
す
。

98 

本
瞳
の
露
呈
と
現
象
の
寓
物
と
の
関
係

法
界
観
門
に
員
空
と
妙
色
、
即
ち
本
質
と
現
象
と
は
、
本
一
睡
の
二
面
な
る
こ
と
を
明
し
ぬ
。
今
其
一
意
に
準
じ
て
本

質
と
現
象
と
の
分
別
ま
た
致
一
の
理
を
明
さ
ん
。
此
に
四
割
あ
り
。

一
、
倉
色
師
聖
観

色
と
は
堅
援
潤
動
の
如
き
物
瞳
ま
た
感
賛
成
ω情
知
力
意
志
等
の
心
質
を
も
包
ぬ
。
人
の
認
識
な
る
も
の
は
本
質
は
員

室
の
一
理
に
闘
す
。
即
ち
一
大
心
霊
が
観
念
と
一
意
志
と
に
よ
り
て
現
ず
る
も
の
と
す
。
物
の
動
力
と
は
人
の
一
意
志
と
同

盟
に
し
て
意
志
の
動
力
は
物
鐙
の
力
な
り
、
(
客
観
的
の
力
が
)
人
が
物
の
活
動
を
賓
物
と
感
ず
る
は
人
の
意
志
性
格

に
よ
り
て
存
す
。
人
の
主
観
が
客
観
の
象
相
を
知
る
こ
と
を
得
る
は
、
其
理
性
律
に
よ
る
も
観
念
内
容
に
存
す
。
若
し

客
観
界
な
る
も
の
が
人
の
観
念
内
容
と
同
質
に
あ
ら
ざ
る
物
瞳
的
の
み
な
ら
ば
、
い
かX
し
て
我
が
観
念
は
こ
れ
を
寓

象
す
る
こ
と
を
得
ベ
き
。
故
に
知
る
、
其
の
宣
質
は
観
念
態
に
し
て
一
意
志
に
よ
り
て
規
律
に
随
て
賞
現
せ
る
物
置
な
り

と
。
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
、
我
が
観
念
に
い
か

X

し
て
再
現
す
る
こ
と
を
得
ん
。
斯
る
理
あ
る
が
故
に
色
即
ち
物
睦
な
る



も
の
は
本
質
は
員
空
の
心
霊
に
鯖
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
す
べ
て
客
観
物
も
主
観
の
心
も
本
一
大
心
霊
の
護
現
な
り

と
云
ふ
ベ
し
。

然
る
に
、
正
理
を
知
ら
ざ
る
外
道
及
び
二
乗
等
が
諸
の
見
解
を
お
こ
し
て
員
理
を
失
ふ
も
の
の
如
く
、
高
物
の
員
理

は
断
空
に
し
て
員
陸
あ
る
こ
と
な
し
と
断
定
す
べ
か
ら
ず
。
亦
唯
心
論
者
の
如
く
、
主
観
と
客
観
と
は
同
一
理
な
れ
ば

と
て
賓
在
世
界
は
単
に
唯
心
な
り
客
観
界
は
単
に
観
念
な
り
と
断
ず
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
と
て
唯
物
論
者
の
主
張
す
る

が
如
く
全
く
世
界
は
唯
物
な
り
と
断
定
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
第
一
の
読
の
如
く
な
ら
ば
断
空
に
陥
り
て
員
空
妙
有
の
理

に
く
ら
く
、
ま
た
無
よ
り
有
を
生
ず
と
な
る
べ
し
。
第
二
の
論
に
よ
れ
ば
唯
心
の
一
片
の
み
に
偏
執
し
て
未
だ
員
理
を

知
ら
ず
。
第
三
の
読
の
如
く
な
ら
ば
物
瞳
を
寅
瞳
と
す
る
唯
物
主
義
は
自
然
教
と
同
じ
き
劣
等
離
を
兎
る
べ
か
ら
ず
。

斯
る
見
解
に
て
は
と
て
も
客
観
の
寓
物
が
即
ち
理
性
な
り
と
の
関
係
を
舎
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
ま
た
此
客
観
界

は
賓
腫
な
き
奇
怪
な
る
も
の
と
一
去
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

員
義
は
、
物
盟
は
紐
封
観
念
の
客
観
的
観
念
態
に
し
て
、
時
々
随
縁
襲
化
し
活
動
す
る
は
紐
封
一
意
志
に
よ
り
て
自
然

律
に
動
く
力
の
賓
現
な
り
と
。
而
し
て
吾
人
が
こ
れ
を
知
費
す
る
こ
と
を
得
る
は
客
観
と
し
て
因
果
律
に
現
ず
る
観
念

大国鏡智

態
が
個
人
の
主
観
観
念
に
寅
現
す
る
に
外
な
ら
ず
。
約
し
て
言
は
H
A堅
動
等
の
物
種
の
高
有
は
一
一
意
志
に
よ
り
て
現
ず
る

客
観
観
念
の
寅
現
な
り
。
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宇
宙
は
其
統
一
的
総
腫
に
し
て
全
観
念
の
主
腫
に
し
て
永
恒
自
存
な
る
は
如
来
法
身
な
り
。

故
に
客
観
と
主
観
と
は
其
本
質
は
一
盟
、
紐
封
観
念
が
物
と
心
と
に
現
は
れ
た
る
も
の
に
て
、
員
室
の
寅
睦
を
離
れ

て
は
客
観
世
界
及
び
高
物
有
る
こ
と
な
し
。
其
賓
憧
は
固
成
寅
性
に
し
て
、
即
ち
現
象
の
園
土
及
び
衆
生
一
切
聖
者
の

身
心
も
十
二
入
十
八
界
乃
至
如
来
三
身
四
智
に
至
る
ま
で
悉
く
其
本
質
は
員
室
の
一
大
心
霊
な
り
。
此
理
を
得
る
時
は

一
切
の
物
心
の
二
象
を
禽
し
て
一
大
員
理
に
関
す
る
こ
と
を
得
ん
。

相
、
高
有
本
陸
の
一
に
闘
す
、
五
日
人
は
此
理
性
に
随
ふ
。

性
、
高
有
は
根
底
一
、
故
に
一
理
に
(
解
)
股
を
求
む
。
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ニ
、
空
即
是
色
観

員
室
の
本
質
が
主
観
客
観
の
高
象
と
な
る
も
其
根
底
は
一
な
り
。
根
底
一
な
る
を
読
せ
ん
に
は
自
己
の
精
紳
は
他
の

精
神
と
同
じ
き
を
以
て
、
人
類
の
精
神
も
進
化
の
原
始
に
遡
れ
ば
、
動
物
の
と
同
じ
形
式
に
よ
り
て
精
紳
生
活
を
営
む

も
の
な
れ
ば
、
二
者
の
根
底
は
一
な
り
。
動
物
の
劣
等
な
る
と
植
物
と
は
心
理
的
内
性
は
差
別
な
く
、
ア
ミ
ー
バ
の
如

き
は
動
物
と
も
又
植
物
と
も
成
り
得
ベ
き
性
態
な
り
。
向
進
め
ば
心
理
の
内
性
は
有
機
物
よ
り
無
機
物
自
然
の
分
子
に

も
不
識
的
一
意
志
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
の
現
存
に
も
ま
た
不
識
的
意
志
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
言
を
換
へ
て
言
は

H
A自



己
に
精
神
あ
る
が
如
く
宇
宙
自
然
界
も
精
神
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
物
置
と
精
神
と
は
一
睡
の
二
面
な
り
。
自
己
を
外
観

す
れ
ば
物
睦
の
み
に
し
て
内
面
よ
り
観
ず
れ
ば
全
腫
精
神
の
み
。
他
の
内
面
は
我
之
を
謹
す
る
能
は
ざ
る
も
同
一
の
形

式
な
れ
ば
他
も
我
と
同
じ
く
外
面
は
物
質
な
れ
ど
も
内
面
は
精
神
な
り
と
推
論
す
る
こ
と
を
得
。
人
の
と
同
じ
く
内
聞

は
不
識
精
神
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
動
植
物
よ
り
乃
至
無
機
物
よ
り
自
然
の
賓
在
に
も
精
神
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

各
個
人
精
一
脚
の
本
陸
な
る
宇
宙
も
外
面
よ
り
見
れ
ば
物
質
な
る
も
内
面
は
精
神
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

物
質
と
精
神
と
は
一
睡
の
二
方
面
と
言
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。
其
根
底
に
於
て
は
一
な
り
。

ま
た
能
観
と
所
観
と
は
即
ち
現
存
と
一
意
識
と
は
本
質
一
な
り
。
現
存
の
内
容
は
一
意
識
と
同
じ
く
観
念
的
な
り
。
物
の

賓
現
は
一
意
志
の
力
に
よ
る
。
世
界
の
観
念
内
容
が
物
と
現
は
れ
た
る
裡
に
も
同
一
大
観
念
の
故
に
認
識
す
る
こ
と
を
得

ベ
し
。

責
腫
の
内
面
の
動
機
が
外
面
の
因
果
と
現
は
る
る
故
に
、
動
機
と
因
果
と
は
同
一
の
活
動
を
内
外
二
面
よ
り
見
た
る

も
の
に
外
な
ら
ず
。

大圏鏡智

二
者
の
本
質
が
一
な
り
と
て
現
象
に
は
異
な
し
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
観
念
内
容
は
観
念
的
の
故
に
未
だ
一
意
識
的
に
あ

ら
ず
。
一
意
識
内
容
は
一
意
識
的
の
故
に
現
存
な
ら
ず
。

色
即
是
空
の
理
は
能
甑
の
一
意
識
も
所
離
の
現
存
も
一
鐙
に
し
て
主
観
と
客
親
と
は
同
一
の
本
質
の
内
外
雨
面
に
外
な101 



ら
ず
。

世
界
寓
物
と
な
り
て
働
く
も
人
の
精
神
に
活
く
も
之
を
統
一
的
根
底
を
究
め
之
を
統
一
す
る
も
の
は
紐
劃
員
質
な
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り
。
之
に
よ
り
て
解
脱
を
求
む
。

理
論
と
し
て
は
、
自
己
の
身
心
及
び
世
界
の
統
一
の
根
底
を
如
来
の
本
質
な
り
と
識
り
、
解
脱
の
痛
に
は
個
人
の
根

底
な
る
紹
封
即
ち
如
来
の
目
的
に
致
一
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
。

員
空
の
本
質
を
離
れ
た
る
現
象
あ
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
外
道
及
び
二
乗
が
執
す
る
如
く
、
本
瞳
断
空
な
ら
ば
世
界

は
何
の
根
底
に
よ
ら
ん
。

又
唯
物
主
義
や
唯
心
論
者
の
如
く
、
各
一
片
を
執
せ
ば
員
室
が
即
色
と
錆
す
べ
か
ら
ず
。
亦
般
若
の
員
室
の
本
質
に

は
物
質
も
精
神
も
無
し
と
の
偏
員
の
一
面
の
み
を
執
せ
ば
現
象
と
本
質
一
致
の
理
あ
る
こ
と
な
し
。

若
し
主
観
と
客
観
と
は
一
睡
の
南
面
に
し
て
、
宇
宙
本
質
は
如
来
一
大
法
身
に
し
て
、
ま
た
一
切
の
根
底
は
即
組
関

の
本
質
な
る
が
故
に
、
座
を
立
た
ず
し
て
如
来
の
中
に
安
立
す
る
こ
と
を
得
ん
。

三
、
空
色
無
礎
観

世
界
の
相
待
生
滅
起
伏
の
物
的
世
界
に
在
っ
て
、
絶
割
に
如
来
に
時
依
せ
ん
と
す
る
に
は
、
空
と
色
の
無
騒
な
ら
ざ



る
べ
か
ら
ず
。
若
し
世
界
は
堅
固
な
る
物
質
に
し
て
、
如
来
と
は
相
背
馳
し
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
な
ら
ば
、
世
界
に

在
り
な
が
ら
如
来
に
紐
封
的
に
依
属
す
る
能
は
ず
。
ま
た
如
来
の
本
質
は
無
碍
な
る
能
は
ず
。
然
る
に
こ
の
世
界
は
如

来
の
意
志
に
よ
り
て
現
は
れ
た
る
客
観
観
念
な
る
が
故
に
、
紐
封
観
念
を
離
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
観
念
態
は
無
躍

な
り
。
五
日
人
は
い
か
な
る
物
瞳
の
中
に
も
地
球
に
て
も
観
念
は
物
睦
を
徹
し
て
無
碍
に
交
渉
す
。

い
か
に
と
な
れ
ば
物
睡
も
同
一
の
観
念
な
れ
ば
な
り
。
人
の
意
識
も
外
界
の
物
健
も
同
一
の
観
念
な
れ
ば
な
り
。

断
空
論
者
や
唯
物
論
者
の
如
く
、
世
界
は
単
に
堅
固
な
る
物
睦
と
し
器
械
的
の
動
力
の
み
な
ら
ば
、
客
観
の
物
憧
と

本
質
と
無
艇
と
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
、
本
質
は
紐
劃
観
念
態
に
し
て
世
界
は
一
意
志
に
賞
現
せ
ら
る
。

如
来
の
本
質
、
紐
鈎
観
念
態
、
常
恒
純
粋
な
る
本
睦
に
比
す
れ
ば
、
起
伏
憶
願
究
り
な
き
世
界
的
現
存
と
し
て
牢
固

な
る
も
の
は
、
夢
幻
の
如
く
、
其
本
質
の
客
観
的
現
象
に
過
ぎ
ず
。

吾
人
が
物
的
の
肉
眼
を
以
て
観
れ
ば
、
相
待
的
の
世
界
の
み
に
し
て
、
如
来
の
本
質
と
劃
立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る

も
、
観
念
に
於
て
は
、
世
界
に
在
り
な
が
ら
如
来
の
紐
関
親
念
に
依
属
す
る
こ
と
を
得
、
ま
た
其
観
念
の
勢
能
に
随
っ

て
活
く
べ
き
も
の
と
信
ず
。

如
来
の
本
質
は
宇
宙
の
最
高
等
の
観
念
賞
在
に
し
て
、
一
切
世
界
は
其
中
に
在
っ
て
無
碍
な
る
故
に
、
其
性
能
に
解

脱
霊
化
せ
ら
る
る
も
の
と
す
。
吾
人
が
解
股
の
地
は
紐
劉
無
碍
な
る
観
念
界
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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如
来
の
身
心
備
法
界
い
づ
れ
の
慮
か
存
在
せ
ざ
る
所
ぞ
。
観
念
態
に
あ
る
が
故
に
無
碍
な
り
。
故
に
吾
人
は
物
的
の

身
は
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
自
己
の
精
神
は
観
念
的
に
観
念
的
賓
在
の
如
来
に
依
属
し
、
如
来
の
目
的
に
協
力
す
る
も

の
な
る
を
信
ず
。
故
に
空
色
無
擬
観
と
云
ふ
。

有
碍
の
中
に
在
て
無
碍
の
観
念
態
を
求
む
。
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園
、
混
絶
無
寄
観

初
め
禽
色
時
空
は
世
界
寓
物
は
本
質
の
心
に
掃
す
る
。
第
二
は
本
質
と
現
象
と
は
一
慢
の
南
面
な
る
を
明
し
、
第
三

は
本
質
の
観
念
態
と
世
界
寓
物
と
は
相
互
に
無
碍
な
る
を
読
き
た
り
。
世
界
蔦
物
の
中
に
観
念
態
は
無
碍
な
る
を
、
第

四
は
直
接
に
自
己
の
一
一
意
識
が
自
己
の
根
底
な
る
本
質
に
契
合
し
致
一
す
べ
き
に
は
併
智
の
魯
示
に
よ
り
て
謹
明
契
悟
す

る
こ
と
を
得
ん
。

前
に
員
心
と
妙
色
と
は
無
碍
な
り
と
読
き
た
り
と
雌
も
現
象
を
以
て
員
に
心
霊
な
り
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
と

な
れ
ば
若
し
現
象
賓
在
が
即
本
質
な
ら
ば
自
然
的
意
識
に
堕
せ
ん
。
ま
た
凡
聖
同
見
に
し
て
二
諦
な
く
な
り
な
ん
。
さ

れ
ば
と
て
若
し
不
即
に
し
て
現
象
と
本
質
と
は
不
即
に
し
て
別
々
な
り
と
云
は
ば
物
心
二
元
論
と
な
ら
ん
。
生
理
機
制

の
根
底
な
る
が
故
に
本
質
は
人
の
心
霊
活
動
を
規
定
す
る
紐
封
根
底
な
り
。
然
れ
ど
も
生
理
規
定
の
心
を
以
て
精
神
生



活
の
全
睦
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
生
理
過
程
は
頓
て
心
霊
的
生
活
に
な
る
べ
き
方
便
な
り
。
其
最
深
の
原
因
は
如
来
の
本

質
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
直
接
の
心
理
観
念
に
よ
り
て
直
接
に
如
来
の
本
質
と
合
一
す
る
こ
と
を
得
ん
。
之
を
三

昧
門
と
云
ふ
。

寸
如
来
是
法
界
身
、
入
一
二
切
衆
生
心
想
中
古
法
界
と
は
一
大
心
層
強
態
。
自
己
の
根
底
に
求
む
る
に
心
議
開
展
霊
窓
聞

け
り
。
一
切
法
不
可
得
、
不
可
も
亦
不
可
得
。
迫
紹
無
寄
に
し
て
心
霊
聞
く
と
き
無
始
の
無
明
暁
る
と
き
員
智
現
前
、

正
盟
現
示
。
言
語
道
断
、
心
行
慮
減
、
解
知
を
以
て
到
る
べ
か
ら
ず
。
是
純
粋
員
理
な
り
。
即
ち
自
己
の
心
震
が
一
大

心
援
と
契
合
し
、
分
別
の
智
亡
じ
、
此
に
至
っ
て
本
質
明
了
に
能
離
と
所
観
と
同
一
の
本
質
一
致
す
。
き
れ
ば
と
て
自

己
の
心
震
即
ち
如
来
の
本
質
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
と
な
れ
ば
人
に
は
生
理
的
機
能
の
た
め
に
着
色
せ
ら
る
る
こ

と
兎
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
心
霊
的
本
質
に
於
て
必
ず
一
致
す
る
慮
あ
ら
ん
。
然
ら
、
ざ
れ
ば
能
所
交
渉
不
可
能
な

ら
ん
。

宗
教
の
第
一
義
は
組
関
依
属
す
べ
き
地
を
求
む
る
に
あ
り
。
絶
封
無
規
定
の
本
質
に
求
め
ざ
れ
ば
常
住
畢
寛
の
依
慮大岡鏡智

に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

第
一
は
現
象
の
物
心
二
象
は
生
滅
の
も
の
な
り
。
員
空
は
紹
封
不
生
滅
な
れ
ば
こ
れ
を
依
慮
と
し
て
求
む
べ
き
員
空105 

界
故
、
生
滅
の
物
心
二
象
が
同
じ
く
員
空
よ
り
出
た
る
も
の
な
れ
ば
、
絡
に
此
に
輔
せ
ざ
る
を
得
ず
。
生
滅
の
震
に
寅



睦
な
れ
ば
な
り
。

第
二
其
貫
韓
と
生
誠
の
寓
象
と
は
一
睡
の
雨
方
面
に
し
て
異
睦
あ
る
に
非
ず
。

第
三
一
世
な
ら
ば
何
の
慮
に
於
て
護
見
せ
ん
。
日
く
本
質
は
観
念
態
に
で
あ
れ
ば
、
物
心
二
象
の
生
滅
の
中
に
在
っ

て
、
観
念
的
に
契
合
す
る
こ
と
を
得
ん
。

第
四
は
観
念
態
を
本
に
し
て
如
幻
の
生
滅
を
遣
て
し
ま
ふ
。
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鶴
識
の
世
界

吾
人
が
現
に
認
識
せ
る
世
界
即
ち
客
観
界
を
吾
人
が
之
を
潟
象
感
受
す
る
こ
と
を
得
る
形
而
上
論
は
い
か
ん
。

賓
韓
の
三
大
が
即
絶
封
心
霊
に
象
相
と
意
志
と
を
属
ふ
。
象
と
は
紹
劉
観
念
態
で
あ
る
。
心
相
の
方
面
を
の
み
観
ず

る
時
は
、
宇
宙
は
一
の
観
念
態
で
あ
る
。
心
質
に
す
が
た
あ
る
の
性
あ
る
と
共
に
、
即
ち
活
動
す
べ
き
能
力
あ
り
。
之

を
絶
謝
意
志
と
す
。
理
性
的
規
律
に
よ
り
て
一
大
観
念
態
が
遁
動
力
の
た
め
に
褒
動
せ
ら
れ
た
る
が
宇
宙
現
象
な
り
。

吾
人
が
世
界
を
寓
象
す
る
こ
と
を
う
る
は
、
吾
人
が
寓
象
と
世
界
と
は
同
一
の
観
念
態
に
し
て
、
寓
象
す
る
方
を
主

観
と
云
ひ
、
潟
象
せ
ら
る
L

方
面
を
客
観
と
名
づ
く
。
亦
外
離
を
物
質
と
名
づ
け
、
内
親
を
精
神
と
云
ふ
こ
と
、
同
一

本
質
の
相
を
雨
面
よ
り
見
た
る
に
外
な
ら
ず
。



主
観
と
客
観
と
は
同
質
の
故
に
之
を
寓
象
す
る
こ
と
を
う
。
若
し
物
と
心
と
外
親
の
み
に
あ
ら
ず
、
本
質
に
も
全
然

異
な
る
物
質
的
責
材
の
物
的
た
ら
ん
に
は
、
世
界
を
い
か
に
し
て
寓
象
す
る
こ
と
を
得
ベ
き
ぞ
。

感
魔
的
寅
在
の
世
界
高
物
の
堅
固
、
爆
熱
、
潤
潟
、
動
力
等
の
感
質
的
貧
質
は
、
一
大
一
意
志
郎
ち
本
質
の
勢
能
に
し

て
、
之
と
吾
人
の
一
意
志
力
と
は
同
一
本
質
の
故
に
、
之
に
燭
れ
て
回
形
に
感
費
し
、
外
界
の
四
大
本
態
と
内
面
の
一
意
志

勢
能
と
は
一
瞳
の
雨
面
た
る
故
に
、
五
日
人
は
之
に
感
鏑
す
。

一
大
本
質
の
相
は
観
念
態
、
力
は
意
志
憧
に
し
て
、
三
能
は
本
慢
の
理
性
的
規
律
即
ち
天
則
秩
序
に
よ
り
て
時
間
と

空
間
と
の
形
式
に
因
果
的
に
鼓
動
せ
ら
る
。
一
意
志
の
能
力
に
よ
り
て
物
睦
の
堅
潤
嬢
動
物
睦
を
賓
現
し
、
観
念
態
が
色

聾
香
味
鰯
等
の
客
観
的
の
象
を
呈
す
。
之
を
三
大
と
云
ふ
。
三
大
は
一
大
本
睦
の
二
属
性
な
り
。
人
の
精
神
に
篤
象
と
意

志
、
象
相
と
活
動
力
と
を
有
す
る
が
如
し
。
三
大
の
中
に
賓
腫
な
か
ら
ん
か
、
誰
か
こ
の
相
を
な
し
こ
の
活
動
を
な
さ

し
め
ん
。
人
が
外
界
に
目
撃
す
る
寓
物
の
因
果
的
に
活
動
す
る
も
の
は
、
天
則
的
の
一
意
志
の
活
動
せ
る
も
の
に
し
て
、

自
己
の
感
質
的
機
能
と
接
す
る
と
き
に
、
堅
援
等
を
感
質
す
る
は
、
自
己
の
力
と
投
合
す
る
も
の
に
し
て
、
外
界
の
堅

援
等
と
自
己
の
と
の
力
度
の
高
低
に
随
て
感
費
を
殊
に
す
。
人
が
因
果
的
活
動
の
物
睦
に
劃
す
る
感
費
は
、
堅
援
等
は

一
五
息
志
的
性
格
に
存
し
、
此
活
動
に
よ
り
て
、
人
が
彼
の
物
腫
は
い
か
な
る
色
又
形
を
矯
ぜ
り
と
潟
象
す
る
こ
と
を
う
る

は
、
其
の
力
の
理
性
に
よ
り
て
動
く
人
の
観
念
内
容
に
存
す
と
。
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三
大
を
相
と
能
と
に
於
て
分
別
す
べ
く
も
、
其
本
腫
は
一
な
る
が
故
に
、
本
質
の
相
を
劃
念
と
一
五
ひ
、
能
力
を
意
志

と
云
ひ
し
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、
車
に
客
観
即
ち
物
腫
的
世
界
寓
物
と
せ
ば
、
寓
物
を
我
観
念
し
潟
象
す
る
こ
と
を
得
る

は
、
奇
佐
に
あ
ら
ず
や
。
全
く
本
質
の
相
は
観
念
的
に
し
て
、
其
能
力
が
一
意
志
な
れ
ば
、
之
が
天
則
の
規
律
に
随
っ

て
、
物
韓
と
現
ず
る
も
の
な
る
故
に
、
人
の
主
観
的
観
念
が
之
の
寓
象
を
自
己
に
現
ず
る
な
り
。

本
質
に
於
て
一
睡
に
し
て
、
寅
在
世
界
と
客
観
的
観
念
と
本
質
一
瞳
な
り
と
て
、
現
象
に
於
て
は
一
な
り
と
云
ふ
べ

か
ら
ず
。
相
と
用
と
の
能
を
異
に
す
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

lOS 

物
腫
は
力
の
賓
現
せ
る
客
観
観
念
な
れ
ば
と
て
、
本
質
に
於
て
一
致
せ
る
こ
と
を
拒
む
べ
か
ら
ず
。

三
大
の
宇
宙
世
界
現
象
界
は
観
念
態
が
天
則
的
に
一
大
勢
力
に
護
現
せ
ら
る
与
た
め
に
襲
化
を
生
、
ず
。

現
象
宇
宙
は
客
観
的
方
面
の
一
の
全
面
に
し
て
、
本
睦
は
理
性
的
規
律
に
よ
り
、
大
勢
力
は
無
始
以
来
休
息
す
る
こ

と
な
く
、
遁
空
間
に
無
量
の
世
界
瞳
を
現
じ
て
力
の
た
め
に
設
現
せ
ら
れ
て
千
饗
寓
化
す
。
故
に
世
界
に
無
量
高
差
の

相
を
呈
し
、
時
間
的
に
は
成
住
壊
空
し
、
生
ず
れ
ば
滅
し
滅
す
れ
ば
ま
た
生
じ
て
止
む
こ
と
な
く
、
動
物
に
は
生
住
異

滅
窮
壷
な
し
。

本
質
問
一
の
故
に
(
三
大
)
の
親
念
と
一
致
し
、
ま
た
観
念
は
無
碍
な
り
。

唯
識
論
に
阿
頼
耶
識
と
云
ふ
は
、
本
質
が
一
切
能
に
よ
り
て
護
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
的
観
念
的
存
在
の
一
面
を
名
づ



け
た
る
に
外
な
ら
ず
。

唯
識
に
日
く
、
一
切
の
有
情
無
始
巳
来
法
爾
と
し
て
八
の
識
あ
り
。
中
に
於
て
第
八
の
阿
頼
耶
識
是
其
根
本
た
り
。

頓
に
身
、
器
界
、
種
子
を
襲
じ
、
轄
じ
て
第
七
識
を
生
じ
、
皆
能
く
自
分
の
所
縁
を
襲
現
し
て
、
都
ベ
て
責
法
な
し

と
。
阿
頼
耶
識
に
見
分
と
相
分
と
自
謹
分
を
分
つ
。
同
一
の
識
態
な
れ
ど
も
主
離
を
見
分
と
し
、
客
観
を
相
分
と
し
、

客
観
に
劃
す
る
認
識
を
自
誼
分
と
潟
す
。

頼
耶
識
と
は
天
則
理
性
に
現
は
れ
た
る
客
観
的
賓
在
に
し
て
、
頼
耶
所
見
の
世
界
固
形
的
物
材
と
し
て
、
紐
封
観
念

睡
を
離
れ
た
る
自
己
特
有
の
賓
在
あ
る
も
の
に
非
ず
。

若
し
客
観
的
観
念
界
は
即
ち
主
観
的
観
念
と
同
一
瞳
に
し
て
、
本
質
は
紹
封
的
観
念
態
な
れ
ば
、
吾
人
が
如
来
の
大

園
鏡
智
の
光
に
よ
り
て
、
白
か
ら
観
念
の
自
性
よ
り
照
す
と
き
は
、

一
大
観
念
的
本
質
と
相
醸
し
て
、
紹
封
無
碍
な
り
。

此
一
大
相
概
念
よ
り
認
識
の
物
質
的
固
形
の
寅
在
た
る
世
界
を
観
ず
れ
ば
大
海
の
表
面
に
現
は
れ
た
る
影
像
の
如
く
、
幻

影
に
し
て
其
存
在
は
甑
念
的
本
質
の
客
観
現
象
に
過
ぎ
ず
。

頼
耶
所
現
の
宇
宙
現
象
の
一
面
な
る
客
観
存
在
な
る
天
睡
無
敷
の
星
宿
が
起
伏
隠
頴
す
る
は
、
規
律
に
よ
り
て
一
切

能
に
賓
現
せ
ら
る
る
影
像
に
し
て
、
存
す
る
が
如
く
亡
ず
る
が
如
き
も
の
な
り
と
。

大国鏡智109 



業
識
所
感

110 

阿
頼
耶
識
を
業
識
と
名
事
つ
く
る
所
以
は
、一
切
生
物
が
各
精
神
生
活
生
理
機
能
の
護
達
の
程
度
其
精
紳
機
能
の
い
か

ん
に
由
り
て
、
受
感
性
を
具
に
す
。
之
を
業
識
所
感
と
云
ふ
。

例
へ
ば
青
眼
鏡
を
も
て
見
る
時
は
高
物
悉
く
青
色
を
星
す
べ
き
が
如
く
、
人
類
は
共
同
的
に
感
莞
を
共
通
し
、
自
己

の
感
魔
的
機
能
と
相
醸
し
て
世
界
寓
物
を
感
、
ず
。

人
間
世
界
と
動
物
世
界
の
内
面
的
生
活
及
び
世
界
に
劃
す
る
観
念
相
同
じ
か
ら
ず
。
劣
等
動
物
の
精
神
生
活
に
は
本

能
的
に
営
養
生
殖
を
営
む
の
外
、
盲
目
的
生
活
た
る
こ
と
は
推
知
せ
ら
る
ベ
し
。

唯
識
論
に
一
水
四
見
の
読
あ
り
。
日
く
、
同
一
の
水
に
劃
し
て
人
類
は
之
を
水
と
見
、
天
人
は
瑠
璃
賓
地
と
感
見
し
、

餓
鬼
は
之
を
熱
河
と
感
じ
、
水
族
は
之
を
人
が
空
気
と
感
ず
る
が
如
し
。
此
生
物
内
面
生
活
の
相
呉
る
こ
と
外
面
と
同

じ
く
千
差
高
別
な
る
こ
と
を
例
せ
る
な
り
。
五
日
人
は
劣
等
動
物
と
同
じ
内
面
生
活
に
あ
ら
、
さ
る
こ
と
は
疑
は
じ
。

す
べ
て
の
生
物
が
感
ず
る
所
は
、
客
観
的
劃
念
の
世
界
態
の
一
面
を
感
ず
る
外
な
ら
、
さ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
。

宇
宙
は
全
観
念
紹
劃
一
意
志
の
全
睦
な
り
。
全
観
の
紹
封
主
睦
に
し
て
永
恒
自
爾
不
襲
一
大
心
霊
態
を
如
来
と
魚
す
。

之
が
制
観
念
的
方
面
を
大
圃
鏡
智
と
云
ふ
。



阿
頼
耶
識
と
は
、
天
然
の
精
神
は
、
自
己
を
中
心
と
し
て
我
我
所
を
執
し
て
、
我
が
物
我
が
世
界
な
り
と
観
じ
、
天

則
の
理
性
巳
上
に
自
己
の
根
底
を
一
意
識
す
る
こ
と
能
は
ず
。

自
己
の
精
神
本
一
大
精
紳
即
ち
如
来
の
個
瞳
現
な
る
を
識
ら
ず
、
自
己
の
観
念
は
如
来
の
一
大
観
念
の
個
睦
現
な
る

こ
と
を
一
意
識
せ
ざ
る
聞
を
云
ふ
。
自
己
の
身
心
及
び
現
宇
宙
は
如
来
の
一
大
観
念
が
力
に
よ
り
て
護
現
せ
ら
れ
た
る
縮

瞳
は
世
界
に
し
て
一
員
た
る
は
各
個
人
な
り
と
悟
る
時
は
、
天
則
己
上
に
超
え
て
終
局
目
的
の
理
性
如
来
の
一
切
慧
の

大
国
鏡
の
方
面
に
棺
醸
し
た
る
も
の
と
稿
す
ベ
し
。

宇
宙
は
一
大
観
念
態

個
人
は
一
大
観
念
中
の
機
制
的
一
員
な
り
。

宇
宙
の
無
窮
無
連
な
る
、
無
限
量
と
云
ふ
外
な
し
。
元
来
紐
封
に
し
て
量
を
波
し
た
る
超
空
間
超
時
間
超
敷
量
に
し

て
、
ま
た
遍
空
間
遁
時
間
態
の
一
大
観
念
態
な
り
と
。
ハ
ミ
ル
ト
シ
が
日
へ
る
如
く
、
我
心
の
達
し
得
る
限
り
を
想
像

し
、
其
量
る
所
よ
り
順
次
に
最
遠
の
距
離
を
想
像
し
、
是
の
如
く
展
々
し
て
無
限
の
時
聞
を
要
し
て
量
る
べ
き
も
、
宇

宙
の
遁
際
を
究
む
べ
か
ら
ず
。
法
華
の
書
量
口
聞
に
、
五
百
塵
貼
の
誓
轍
あ
り
。
た
と
へ
賞
際
に
塵
貼
を
蚤
す
と
も
空
間

時
間
の
量
る
べ
き
期
あ
る
こ
と
な
か
ら
ん
。

大圏鏡智1
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宇
宙
の
無
限
な
る
は
一
大
観
念
態
の
無
限
な
り
。
宇
宙
は
観
念
態
な
れ
ば
な
り
。
各
例
人
は
機
制
的
の
一
員
な
り
。

其
の
観
念
の
本
態
一
大
観
念
に
連
絡
す
。
所
観
の
睦
無
遺
際
の
故
に
能
観
の
心
も
ま
た
無
限
な
り
。
能
観
と
所
観
と
は

同
一
の
観
念
韓
が
人
の
機
能
に
願
に
額
現
し
た
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
能
観
と
所
観
の
宇
宙
と
は
一
睦
の
故
に
、
観
念 112 

を
積
み
て
無
限
の
時
間
に
至
る
と
も
所
観
も
蓋
き
ず
能
観
も
量
る
こ
と
な
し
。
観
念
は
無
窮
の
観
念
を
相
績
す
る
も
、

其
の
態
は
同
一
睡
に
し
て
匪
劃
を
殊
に
す
る
も
の
に
非
ず
。
ま
た
親
念
態
な
る
も
の
は
い
か
に
固
形
な
る
物
質
と
い
へ

ど
も
、

一
貫
し
て
徹
照
せ
ざ
る
な
し
。
白
か
ら
親
ぜ
よ
、
地
球
い
か
に
深
厚
な
る
も
、
観
念
の
痛
め
に
は
少
し
も
障
碍

す
る
も
の
に
非
ず
。

智
と
能
と
の
分
別

蔦
物
の
固
形
即
ち
質
碍
あ
る
も
の
即
ち
堅
潤
熱
動
空
の
質
は
、
即
ち
一
一
意
志
態
即
ち
精
神
的
カ
を
云
ふ
。

か
L

る
物
心
と
も
に
本
質
と
動
力
を
有
す
る
も
、
若
し
観
念
即
ち
知
態
な
き
時
は
、
物
心
と
も
に
象
相
も
な
く
、
色

も
な
く
、
聾
も
な
く
、
天
に
太
陽
も
な
く
、
物
的
の
盲
動
の
み
に
し
て
、
森
羅
南
象
な
き
物
腫
と
分
子
動
の
み
な
ら
ん
。

親
念
態
あ
り
て
主
観
と
客
観
と
の
物
心
二
象
を
願
は
し
、
こ
の
二
象
が
種
々
の
象
相
を
な
す
。
如
来
の
紐
封
観
念
を
ま

た
大
国
鏡
智
と
名
づ
く
。



大
圃
鏡
智

大
国
鏡
智
と
は
、
宇
宙
は
如
来
の
観
念
態
の
方
面
よ
り
名
づ
け
た
る
な
り
。
大
幽
と
は
一
大
観
念
は
紐
封
に
し
て
依

け
る
こ
と
な
く
、
鏡
と
は
観
念
態
の
無
漫
に
照
映
す
る
に
た
と
ふ
。
鏡
は
相
掛
的
に
甲
の
鏡
に
乙
の
物
象
を
現
ず
る
が

如
く
に
非
ず
Q

い
か
に
と
な
れ
ば
宇
宙
寓
有
の
物
心
二
象
は
自
鰻
に
自
己
の
観
が
現
は
れ
た
る
も
の
な
り
。
宇
宙
森
羅

高
象
の
生
滅
襲
輔
の
相
は
、
常
恒
に
大
国
鏡
の
影
像
な
り
。
同
一
の
観
念
が
内
外
二
面
に
現
れ
た
る
象
に
し
て
、
之
を

統
一
し
た
る
組
概
念
態
を
大
国
鏡
智
と
名
づ
く
。

天
則
的
の
識
と
智
と
の
直
別

宇
宙
木
一
概
念
態
と
す
れ
ば
、
此
に
繋
れ
る
個
人
も
、
之
全
一
の
個
人
心
な
れ
ば
本
一
韓
分
別
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る

も
、
生
理
機
能
の
感
魔
機
制
に
制
限
せ
ら
れ
て
、
際
限
あ
る
を
兎
る
L

能
は
ず
。
人
の
感
能
に
よ
ら
ざ
る
観
念
と
、
感

魔
と
は
、
一
方
は
無
限
に
し
て
一
面
は
有
限
な
り
。
鎮
の
内
外
の
内
面
は
狭
く
し
て
外
面
は
康
き
が
如
く
、
感
受
は
機

制
的
に
制
限
せ
ら
れ
て
狭
き
に
反
し
て
、
観
念
は
無
限
な
り
。
吾
人
が
眼
を
事
げ
て
天
を
膿
る
と
き
、
固
形
に
し
て
際

限
あ
る
が
如
く
な
る
も
、
肉
眼
に
よ
ら
ず
し
て
観
念
に
よ
る
時
は
無
限
の
観
あ
り
。
機
制
に
よ
る
感
売
の
方
面
は
識
と 大圏鏡智113 



云
ひ
観
念
の
ガ
を
智
に
属
す
。
天
然
の
機
制
を
超
え
た
る
一
大
観
念
た
る
大
国
智
の
一
大
観
念
の
一
員
た
る
自
観
に
よ

り
て
観
ず
る
時
は
、
組
封
唯
一
の
観
念
態
な
る
を
識
ら
ん
。
認
識
よ
り
見
れ
ば
、
客
観
界
の
複
雑
な
る
、
ま
た
物
の
た

め
に
障
碍
せ
ら
る
L

も
、
観
念
に
は
車
純
に
し
て
無
碍
に
霊
徹
し
、
空
間
無
限
の
如
き
世
界
高
象
も
、
同
じ
く
同
一
の

観
念
が
主
観
客
親
の
南
面
に
願
現
し
た
る
同
一
性
の
も
の
な
り
。

114 

内
外
同
一
眼
念

人
の
感
費
は
機
制
に
局
限
せ
ら
る
と
い
ふ
も
、
本
一
大
観
念
に
繋
れ
る
こ
と
は
認
識
に
於
て
示
せ
り
。
人
の
瞳
は
小

さ
く
も
、
眼
を
放
ち
て
蒼
湾
の
無
窮
を
仰
ぐ
と
き
、
・
無
数
の
星
宿
は
燦
嫡
と
し
て
光
り
を
放
ち
て
瞳
貼
と
交
渉
す
。
瞳

小
な
り
と
て
慶
大
な
る
蒼
湾
を
容
れ
て
儀
あ
る
も
の
は
、
一
大
観
念
に
よ
り
て
な
る
と
、
個
人
の
観
念
と
霊
通
す
る
が

故
な
り
。

ま
た
人
の
脳
裡
の
感
魔
的
元
質
な
る
も
の
は
至
徴
幽
玄
な
る
も
、
無
漫
の
空
聞
を
牧
入
し
て
備
容
る
る
に
儀
り
あ
り
。

是
ま
た
一
大
観
念
と
自
己
の
心
質
と
同
一
な
る
故
な
り
。

髄
等
を
透
し
て
観
念
を
矯
す
。

一
大
観
念
態
は
本
物
心
二
質
問
一
の
故
に
、
肉
眼
と
肉
の
脳



大
観
念
の
一
個
人

人
の
心
援
開
護
し
て
一
大
観
念
と
合
す
る
時
は
、
十
方
洞
然
と
し
て
窮
り
な
し
。
自
観
と
大
観
念
と
同
一
に
し
て
、

二
相
な
し
。
能
観
所
観
不
二
な
り
。
空
間
に
循
く
時
間
に
循
し
。
三
世
を
嘗
念
に
牧
め
、
十
方
を
蓋
し
て
嘗
慮
に
捕

す
。
表
面
の
個
人
格
を
失
は
ず
し
て
大
観
念
と
一
致
す
。

、
若
し
こ
L

に
至
る
時
は
、
曾
て
依
属
し
来
た
り
し
利
土
は
、
無
数
億
を
議
し
て
一
大
観
念
の
局
部
に
過
ぎ
ざ
る
な

り
。
無
法
の
世
界
が
却
っ
て
一
大
観
念
中
に
牧
入
す
。

拐
巌
に
、
衆
生
の
無
始
よ
り
己
来
己
に
迷
ひ
て
物
と
矯
し
、
本
心
を
失
ひ
て
物
の
痛
に
輔
ぜ
ら
る
。
故
に
此
中
に
於

て
大
を
観
小
を
観
る
。
若
し
能
く
物
を
轄
ず
れ
ば
、
則
ち
如
来
に
同
じ
く
、
身
心
園
明
に
し
て
、
道
場
を
動
か
ず
一
毛

端
に
於
て
偏
く
能
く
十
方
の
園
土
を
(
、ーノ

観
念
睦
は
宇
宙
を
全
う
し
て
分
際
あ
る
こ
と
な
く
、
方
隅
有
る
こ
と
な
く
、
割
裂
す
べ
か
ら
ず
分
配
す
べ
か
ら
ず
。

故
に
一
毛
端
を
事
ぐ
れ
ば
全
宇
宙
を
撮
し
た
る
大
観
念
を
奉
ぐ
。
吾
人
が
脳
友
白
質
に
三
千
世
界
を
牧
む
る
こ
と
を
う大圃鏡智

る
は
圃
智
態
に
繋
れ
る
が
故
な
り
。

国
智
即
ち
一
大
観
念
態
は
、
唯
一
に
し
て
一
切
高
象
を
包
含
し
、

一
切
の
複
雑
な
る
物
を
開
展
し
、
即
ち
物
心
の
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象
な
り
。
差
別
の
蔦
象
は
こ
の
観
念
に
統
一
せ
ら
る
。

一
大
観
念
に
は
、
過
去
も
未
来
も
現
在
の
観
念
の
内
面
に
存
在
し
て
、
外
観
は
常
恒
に
現
在
の
み
な
り
。
内
面
よ
り

護
現
す
る
が
故
に
三
世
を
嘗
念
に
牧
む
。
常
然
現
在
の
同
時
態
な
り
。
但
に
同
時
態
の
み
に
あ
ら
ず
、
意
識
感
魔
的
形

式
を
脱
し
て
直
観
な
り
。
観
念
が
現
寅
に
し
て
現
貨
が
即
観
念
な
り
。
華
厳
に
念
剖
融
即
と
云
ふ
。
空
間
的
に
も
、
護 116 

現
せ
ら
れ
た
る
寓
象
其
も
の
に
は
、
十
方
微
塵
の
剥
土
遠
近
の
距
離
を
立
つ
る
も
、
観
念
の
組
関
自
己
に
は
、
遠
近
大

小
の
相
あ
る
こ
と
な
し
。
自
中
の
高
象
な
れ
ば
な
り
。

信
論
に
、
員
如
の
相
と
は
大
智
慧
光
明
の
義
と
云
ふ
は
即
ち
園
智
な
り
。
本
来
一
大
観
念
睦
な
る
も
、
忘
心
畳
ら
ず

し
て
、
諸
の
物
心
二
象
の
相
を
見
る
。
園
智
に
は
恒
沙
の
功
徳
の
相
を
具
す
れ
ど
も
、
市
も
差
別
の
相
な
し
と
云
ふ
は
、

護
現
せ
ら
れ
た
る
蔦
物
に
は
高
差
の
相
を
呈
す
れ
ど
も
、
能
裂
の
智
に
は
唯
一
に
し
て
而
も
差
別
の
相
な
し
と
な
り
。

紐
針
唯
一
の
観
念
態
を
園
智
と
云
ふ
。
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